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第 ₁　は　じ　め　に

　筆者は，平成₁₅（₂₀₀₃）年 ₂ 月，東京から生まれ故郷の広島に帰り，同

年 ₃月，第二東京弁護士会から広島弁護士会に登録換した。その際，広島

弁護士会から配布されたのが，会誌編集委員会編『広島弁護士会史』（広島弁

護士会発行・₁₉₈₆年 ₇ 月）である。その内容は戦後編であり，「昭和二〇年八

月六日の原爆で，…弁護士会も灰燼に帰し，貴重な先達の資料はすべて焼

失してしまった」として，戦前編を編集する予定はないという。

戦前期広島の弁護士名簿（₁）
──代言人・弁護士の履歴書──

広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会
増　　田　　　　　修

＜資　　料＞
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　そこで，第 ₂次世界大戦前の広島代言人組合・同弁護士会およびその組

合員・会員の活動を，復元しようと思い立ち，『広島新聞』，『芸備日報』，

『芸備日日新聞』，『中国新聞』，『中国法律新報』，『日本弁護士協会録事』，

『法曹公論』，『正義』，『法曹会雑誌』，『法律新聞』，『法律新報』，『官報』な

どに掲載された関係資料を調査・収集した。そして，次の著作を順次発表

した。

　 ₁「広島法律学校沿革誌　附，講法館・広島法学校・法学講習所・尾道法律学

校」（『修道法学』第₂₈巻第 ₁号，₂₀₀₅年 ₉ 月）

　 ₂「広島代言人組合沿革誌　附・広島始審裁判所の官許代書人」（『修道法学』

第₂₈巻第 ₂号，₂₀₀₆年 ₂ 月）

　 ₃「広島弁護士会沿革誌（₁）明治編　附・「代書人取締規則」（明治₃₆年広島

県令第₁₀₂号）に基づく代書人組合」（『修道法学』第₃₁巻第 ₁号，₂₀₀₈年 ₉ 月）

　 ₄「広島弁護士会沿革誌（₂）明治編・続　附・「代書人取締規則」（明治₃₆年

広島県令第₁₀₂号）に基づく代書人組合」（『修道法学』第₃₂巻第 ₁号，₂₀₀₉年

₉ 月）

　 ₅「広島弁護士会沿革誌（₃）大正編」（『修道法学』第₃₃巻第 ₁号，₂₀₁₀年 ₉

月）

　 ₆「広島弁護士会沿革誌（₄）昭和編・上」（『修道法学』第₃₄巻第 ₂号，₂₀₁₂

年 ₂ 月）

　 ₇「広島弁護士会沿革誌（₅）昭和編・中」（『修道法学』第₃₅巻第 ₂号，₂₀₁₃

年 ₂ 月）

　 ₈「広島弁護士会沿革誌（₆）昭和編・下」（『修道法学』第₃₆巻第 ₂号，₂₀₁₄

年 ₂ 月）

　そして，最後の「広島弁護士会沿革誌（₆）昭和編・下」の「六　おわり

に」において，広島の代言人・弁護士に関する資料も収集したので，「広島

における代言人・弁護士列伝」を編集したいと記した。

　しかし，それは一旦中断して，筆者が調査・編集責任者となって進めて

いた『広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会』の共同研究「我が国で
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行われた陪審裁判」の本格的な全国調査，すなわち「広島控訴院管内にお

ける陪審裁判」の調査・編集を終わっていたので，次の「大阪控訴院管内

における陪審裁判」の調査に入った。大阪・東京・名古屋・長崎・仙台・

札幌各控訴院管内と順次に調査をして，陪審裁判資料の調査・収集成果は，

平成₃₁（₂₀₁₉）年 ₂月「資料集　我が国で行われた陪審裁判──実証的研究

のための資料探究──」（『修道法学』第₄₁巻第 ₂号，₂₀₁₉年 ₂ 月・付録 DVD）と

して発表し，共同研究は完結した。

　その中には，次のような，広島地方裁判所において行われた陪審裁判（弁

護人は殆ど広島の弁護士）の資料集がある。

　 ₉「広島における陪審裁判（₁）──昭和初期の芸備日日新聞・中国新聞の報

道ならびに刑事判決原本を中心にして見る陪審裁判──」（『修道法学』第₂₉巻

第 ₂号，₂₀₀₇年 ₂ 月）

　₁₀「広島における陪審裁判（₂）──昭和初期の芸備日日新聞・中国新聞の報

道ならびに刑事判決原本を中心にして見る陪審裁判──」（『修道法学』第₃₀巻

第 ₁号，₂₀₀₇年 ₉ 月）

　₁₁「広島控訴院管内における陪審裁判──実証的研究のための資料探究──」

（『修道法学』第₃₃巻第 ₂号，₂₀₁₁年 ₂ 月）

　₁₂「広島における陪審裁判（₃）補遺──問書，説示，陪審制度実施の感想お

よび司法省陪審宣伝竝各地法況から見る陪審裁判──」（『修道法学』第₃₄巻第

₁号，₂₀₁₁年 ₉ 月）

　₁₃「我が国で行われた陪審裁判の実像──広島大阪控訴院管内における陪審公判

を中心とする昭和初期の資料に基づく実証的研究──」（『修道法学』第₃₇巻第

₁号，₂₀₁₄年 ₉ 月）

　しかし，戦前の代言人・弁護士について，「列伝」を編集するのに充分な

資料を調査・収集することは難しく時間もかかるので，戦前期広島の代言

人・弁護士全員の履歴を調査した名簿の作成を目指した。このような経緯

で，この名簿には，①明治期・大正期・昭和戦前期にかけて，広島地方裁

判所検事局の弁護士名簿に登録して広島弁護士会に加入した弁護士（₂₁₇名，
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内₃₈名は広島の代言人から広島地方裁判所検事局に弁護士登録），②他の都道府県

の地方裁判所検事局の弁護士名簿に登録してその地の弁護士会に加入した

まゝ広島にも法律事務所を設けて弁護士活動をした弁護士（ ₇名），および

③広島地方裁判所検事局の弁護士名簿に登録しながら広島弁護士会に加入

しなかった弁護士（ ₆名），ならびに④広島で免許代言人として代言人活動

をしたが広島の弁護士にならなかった者（広島の代言人₇₀名中広島の弁護士に

ならなかった₃₂名）について，原則として広島における免許順・登録順・事

務所設置順に，その履歴を収録した（合計₂₁₇＋ ₇ ＋ ₆ ＋₃₂＝₂₆₂名）。それに

加えて，広島法律学校出身者で弁護士・判事・検事となった者（₁₁名中，広

島の弁護士とはならなかった ₆名）の履歴も収録した（全合計₂₆₂名＋ ₆名＝₂₆₈

名）。

第 ₂　参　考　文　献

　参考文献の主なものは，次の通りである。以下，括弧内のように省略（例

えば， ₁『訴訟代言住所人名録』を「代言住所人名録」と省略する）して表記す

る。

₁　村松要次郞編『訴訟代言住所人名録』（村松要次郞・商弘所発売・₁₈₈₂年 ₁月），

（「代言住所人名録」）

₂　山田耕造編『日本全国代言人姓名録』（山田五郎・局外舎発売・₁₈₈₄年 ₄ 月），

（「全国代言人姓名録」）

₃　山本光稼編『日本帝国代言人姓名録　付録・法律学士姓名録』（山本光稼・文

源堂発売・₁₈₈₇年 ₆ 月），（「帝国代言人姓名録」）

₄　磯野新編『帝国弁護士法及附属令・帝国弁護士録』（磯野新・東洋社蔵版・₁₈₉₃

年 ₇ 月），（「帝国弁護士録」）

₅　坂本武治編『東京法学院院友会会員名簿』（坂本武治・₁₈₉₆年 ₉ 月），（「東京法

学院院友会会員名簿」）

₆　三島駒治編『九大法律学校大勢一覧　附 現行試験規則及問題集』（東京法友

会・₁₈₉₈年 ₄ 月），（「九大法律学校大勢一覧」）
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₇ 　田中重策編『日本現今人名辞典』第 ₃版（日本現今人名辞典発行所・₁₉₀₃年 ₂

月），（「現今人名辞典」）

₈　成瀬麟・土屋周太郎編『大日本人物誌』（八紘社・₁₉₁₃年 ₅ 月），（「大日本人物

誌」）

₉　『広島県会市部会郡部会沿革誌』（広島県県治課，₁₉₁₃年 ₅ 月）（「広島県会沿革

誌」）

₁₀　徳永初編『広島商工興信録』（広島興信所・₁₉₁₄年 ₆ 月），（「広島商工興信録」）

₁₁　奥平昌洪『日本弁護士史』（有斐閣書房・₁₉₁₄年₁₁月），（「日本弁護士史」）

₁₂　手島益雄『広島県百人物評論』（日本電報通信社名古屋支局・₁₉₁₅年 ₆ 月），

（「広島県百人物評論」）

₁₃　角田廣司編著『在朝鮮内地人紳士名鑑』（朝鮮公論社・₁₉₁₇年 ₆ 月。後に『日

本人物情報大系』第₇₂巻，皓星社・₂₀₀₁年 ₇ 月に収録）（「在朝鮮内地人紳士名

鑑」）

₁₄　大野音次郎編『広島県紳士名鑑』（国民教育普及社・₁₉₁₇年₁₂月），（「広島県紳

士名鑑」）

₁₅　中江誠一『広島市発展之使命者百二十傑伝』（水野藤九郎・₁₉₂₁年 ₁ 月），（「広

島市百二十傑伝」）

₁₆　藤木潺渓編『広島県人物評伝』（広島通信社・₁₉₂₃年 ₈ 月），（「広島県人物評

伝」）

₁₇　加藤紫泉『新代議士名鑑』（国民教育会・₁₉₂₄年 ₇ 月。後に『政治家人名資料

事典』第 ₂巻・日本図書センター・₂₀₀₃年₁₁月に収録），（「新代議士名鑑」）

₁₈　藤木潺渓編『広島県人物評伝』続編（広島通信社・₁₉₂₅年 ₄ 月），（「広島県人

物評伝続」）

₁₉　「市会議員一覧表」（『広島市史』第 ₄巻，広島市役所・₁₉₂₅年₁₂月。後に，名

著出版復刻版・₁₉₇₂年₁₂月に収録），（「広島市史」第 ₄巻）

₂₀　鈴木豐重『中央大学史』（中央大学史編纂部・₁₉₂₇年 ₉ 月）（「中央大学史」）

₂₁　中国新聞社編『巨人新人』（中国新聞社・₁₉₂₈年₁₂月），（「巨人新人」）

₂₂　越智剛二郎編『広島県誌』（自治調査会・₁₉₃₂年 ₇ 月），（「広島県誌」）
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₂₃　勝田一編『帝国大学出身名鑑』（校友会調査会・₁₉₃₂年₁₂月。後に『帝国大学

出身人名辞典』第 ₁ 巻～第 ₃ 巻，日本図書センター・₂₀₀₃年 ₃ 月として復刻），

（「帝国大学出身名鑑」）

₂₄　『尾道大鑑』（尾道大鑑編輯所・₁₉₃₃年 ₉ 月），（「尾道大鑑」）

₂₅　福閒一郎編『広島県紳士録』（西日本興信所・₁₉₃₃年 ₉ 月），（「広島県紳士録」）

₂₆　岩田勘一編『日本弁護士大鑑』（大阪新報社・₁₉₃₆年 ₃ 月），（「日本弁護士大

鑑」）

₂₇　大植四郎編『国民過去帳』明治之巻（尚古房・₁₉₃₅年₁₂月。後に，『明治過去

帳』，東京美術・₁₉₇₁年₁₁月として復刻），（「国民過去帳」）

₂₈　「明治大学卒業生一覧」（『明治大学一覧』，明治大学・₁₉₃₇年₁₁月）（「明治大学

一覧」）

₂₉　司法省編『司法沿革誌』（法曹会・₁₉₃₉年₁₀月），（「司法沿革誌」）

₃₀　伊藤虎次郎編『帝国大学大観・学士大観』（帝国大学学友会・₁₉₃₉年₁₂月。後

に『帝国大学出身人名辞典』第₄巻，日本図書センター・₂₀₀₃年 ₃月として復刻），

（「帝国大学大観」）

₃₁　手島益雄『広島県先賢伝』（東京芸備社・₁₉₄₃年 ₇ 月。後に，手島益雄『広島

県先賢伝』広島県人名辞典・附録，歴史図書社・₁₉₇₆年 ₁月に収録），（「広島県先

賢伝」）

₃₂　『司法大観』昭和₃₂年 ₁ 月 ₁ 日現在（法曹会・₁₉₅₇年 ₇ 月），（「司法大観」昭和

₃₂年）

₃₃　市原成臣編『新日本人物大観』広島県版（人事通信社広島支局・₁₉₅₉年 ₄ 月），

（「新日本人物大鑑」広島県版）

₃₄　「広島市要職一覧　歴代広島区長略歴・歴代広島市長略歴・歴代市議会議長略

歴・歴代広島市助役氏名・歴代広島市議会議員氏名・歴代名誉職広島市参事会員

氏名」（『新修広島市史』第 ₇巻・資料編その ₂，広島市役所・₁₉₆₀年 ₃月），（「新

修広島市史」第 ₇巻）

₃₅　「県会議員累年表」（『広島県議会史』第 ₂巻～第 ₆巻，広島県議会，₁₉₆₀年 ₅

月・₁₉₆₂年 ₂ 月・₁₉₆₃年 ₅ 月・₁₉₆₄年 ₅ 月・₁₉₆₅年 ₅ 月），（「広島県議会史」）
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₃₆　法曹公論社編『日本弁護士大観』（国際聯合通信社・₁₉₆₂年₁₂月），（「日本弁護

士大観」）

₃₇　『続司法沿革誌』（法務大臣官房司法制度調査部・₁₉₆₃年 ₃ 月。他に，最高裁判

所事務総局・₁₉₆₃年 ₁ 月版），（「続司法沿革誌」）

₃₈　「歴代県会正副議長一覧」（『広島県議会史』第 ₆巻，広島県議会・₁₉₆₅年 ₅月），

（「広島県議会史」第 ₆巻）

₃₉　『会報』第 ₁号～第₆₁号（広島弁護士会・₁₉₆₆年 ₁ 月～₁₉₉₆年 ₈ 月）（「会報」）

₄₀　『法務沿革誌』第 ₁巻～第 ₃巻（法曹会，₁₉₆₇年 ₃ 月・₁₉₇₄年₁₀月・₁₉₇₉年 ₅

月），（「法務沿革誌」）

₄₁　『司法大観』昭和₄₂年 ₁ 月 ₁ 日現在（法曹会・₁₉₆₇年 ₇ 月），（「司法大観」昭和

₄₂年）

₄₂　『裁判所沿革誌』第 ₁巻～第 ₃巻（法曹会，₁₉₆₈年 ₄ 月・₁₉₆₉年 ₃ 月・₁₉₇₈年

₇ 月），（「裁判所沿革誌」）

₄₃　『日本公証制度沿革史』（日本公証人連合会・₁₉₆₈年 ₅月），（「公証制度沿革史」）

₄₄　「 ₁歴代市議会議長　 ₂歴代市議会副議長　 ₃歴代市議会議員」（『概観 広島市

議会史』，広島市議会事務局・₁₉₇₁年 ₃ 月），（「概観広島市議会史」）

₄₅　「 ₁歴代の議長　 ₂歴代の副議長　 ₃議員名簿　 ₅参事会員及び各種委員名簿」

（『福山市議会史』第 ₅巻・資料編，福山市議会史編纂委員会・₁₉₇₅年 ₆月），（「福

山市議会史」第 ₅巻）

₄₆　『全国弁護士大観』（法曹公論社・₁₉₇₇年 ₆ 月），（「全国弁護士大観」昭和₅₂年）

₄₇　『全国弁護士大観』別冊追録（法曹公論社・₁₉₇₈年₁₀月），（「全国弁護士大観」

追録）

₄₈　兼井亮「₂₀人の広島市長　市制施行から₈₀年」（『中国新聞』夕刊，中国新聞社，

₁₉₇₉年 ₃ 月 ₅ 日～₁₀・₁₂・₁₃・₁₅～₁₇・₁₉・₂₀・₂₃・₂₄・₂₆・₂₈～₃₁日），（「₂₀人

の広島市長」）

₄₉　椎木緑司「広島弁護士会小史」（『会報』第₃₀号・創立₁₀₀周年記念特集号，広

島弁護士会・₁₉₈₁年 ₂ 月），（「広島弁護士会小史」）

₅₀　「行政科試験（文官高等試験）合格者」（戦前期官僚制研究会編・秦郁彦著『戦



修道法学　43巻　 1号

（　 ）248248

前期日本官僚制の制度・組織・人事』，東京大学出版会・₁₉₈₁年₁₁月），（「戦前期

日本官僚制）

₅₁　市川太一「広島県選出帝国議会衆議院議員の経歴」（『修道法学』第 ₅ 巻第 ₁

号・₁₉₈₂年 ₆ 月。後に，市川太一『広島の代議士』広島修道大学研究叢書・第₇₁

号，広島修道大学総合研究所・₁₉₉₂年₁₁月に収録），（「広島県衆議院議員の経歴」）

₅₂　『日本の歴代市長──市制施行百年の歩み──』第 ₃巻（歴代知事編纂会・₁₉₈₅

年 ₅ 月），（「日本の歴代市長」）

₅₃　「資料編　先進（物故）会員を偲ぶ──座談会──」（会史編集委員会編『広島

弁護士会史』，広島弁護士会・₁₉₈₆年 ₇ 月），（「広島弁護士会史」昭和₆₁年）

₅₄　『呉市史』第 ₅巻（呉市役所・₁₉₈₇年 ₃ 月），（「呉市史」第 ₅巻）

₅₅　手塚豊「司法省法学校小史」（『明治法学教育史の研究』手塚豊著作集・第 ₉巻，

慶應通信・₁₉₈₈年 ₃月。以前に，「司法省法学校小史──続々・明治法制史史料雑

纂（四）～（六）──」〔『法学研究』第₄₀巻第 ₆号・第 ₇号・第₁₁号，₁₉₆₇年 ₆月・

₇月・₁₁月〕に発表），（「司法省法学校小史」）

₅₆　『議会制度百年史』衆議院議員名鑑（大蔵省印刷局・₁₉₉₀年₁₁月），（「衆議院議

員名鑑」）

₅₇　『日本法曹界人物事典』第 ₁ 巻～第 ₅ 巻〔司法編〕，ゆまに書房・₁₉₉₅年 ₈ 月

（第 ₁巻『帝国法曹大観』，帝国法曹大観編纂会・₁₉₁₅年₁₁月，第 ₂巻『帝国法曹

大観』改訂増補，帝国法曹大観編纂会・₁₉₂₂年₁₁月，第 ₃巻御大礼記念『帝国法

曹大観』改訂第 ₃版，帝国法曹大観編纂会・₁₉₂₉年 ₃ 月，第 ₄巻『大日本法曹大

観』，国民社・₁₉₃₆年₁₀月，第 ₅巻『大日本司法大観』，大日本司法大観編纂所・

₁₉₄₀年 ₇ 月の復刻版），（「法曹界人物事典」Ⅰ～Ⅴ）

₅₈　『近代日本社会運動史人物大辞典』第 ₁巻～第 ₅巻（日外アソシエーツ・₁₉₉₇

年 ₁ 月）（「社会運動史人物大辞典」）

₅₉　「 ₁ 歴代議長・副議長一覧　 ₂ 歴代市会議員一覧　 ₃ 歴代市長・助役・収入役

一覧」（『尾道市議会₁₀₀年史』資料編，広島県尾道市議会・₁₉₉₈年 ₃月）（「尾道市

議会₁₀₀年史」資料編）

₆₀　「中央大学卒業生」（『中央大学史資料集』第₁₇集～第₂₇集，中央大学入学セン
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ター事業部・₁₉₉₉年 ₅ 月～₂₀₁₅年 ₃ 月），（「法学新報」）

₆₁　「歴代市議会議長・副議長」（『広島市議会史』昭和（戦後）編，広島市議会・

₂₀₀₀年 ₃ 月），（「広島市議会史」昭和編）

₆₂　『誠之館人物誌』（福山誠之館同窓会・₂₀₀₄年₁₂月），（「誠之館人物誌」＋WEB）

₆₃　松本哲泓『代言人事典』（ユニウス・₂₀₁₆年₁₁月），（「代言人事典」）

₆₄　松本哲泓『明治法曹履歴事典分冊』第 ₁号～第₃₃号（香里園松本法律事務所・

₂₀₁₈年₁₂月～₂₀₂₀年 ₂月，改訂版は第 ₁号～第₁₁号・₂₀₂₀年 ₄月現在），（「明治法

曹履歴事典」）

₆₅　『人事興信録』第 ₁版～第₁₅版（人事興信所・₁₉₀₃年 ₄ 月～₁₉₄₈年 ₉ 月），（「人

事興信録」）

₆₆　『大衆人事録』第 ₁版～第 ₃版・第 ₅版・第₁₀版～第₁₄版（帝国秘密探偵社・

₁₉₂₅年₁₂月～₁₉₃₀年 ₇ 月・₁₉₃₂年 ₆ 月・₁₉₃₄年₁₁月～₁₉₄₃年₁₁月，第 ₁版は『現

代人事調査録』という名称），（「大衆人事録」）

₆₇　「日本弁護士名簿」（『日本弁護士協会録事』号外，日本弁護士協会・₁₈₉₉年 ₈

月～₁₉₄₃年 ₈月。明治₃₄年・大正₁₁年・大正₁₂年欠号）。注，大正₁₅年 ₈月号から

は『法曹公論』号外，昭和₁₇年 ₆ 月号・昭和₁₈年 ₅ 月号は大日本弁護士連合会発

行，（「名簿」）

₆₈　「日本全国弁護士名簿」（『正義』号外，帝国弁護士会・₁₉₂₇年 ₈ 月・₁₉₃₃年 ₈

月～₁₉₃₇年 ₈ 月），（「全国名簿」）

₆₉　「叙任辞令」（『法曹会雑誌』第 ₅巻第 ₁ 号～第₂₂巻第 ₃ 号，法曹会・₁₉₂₇年 ₁

月～₁₉₄₄年 ₃ 月。注，昭和 ₂年は「会員の異動」という名称），（「法曹会雑誌」）

₇₀　『履歴書』（明治₂₈年改綴，尾道始審裁判所旧藏），（「尾道履歴書」明治₂₈年）

₇₁　『履歴書綴』（明治₂₉年度～大正元年度，尾道区裁判所旧藏），（「尾道履歴書」明

治₂₉年以降）

₇₂　『官吏進退』（明治₁₉年～明治₂₅年・司法省，国立公文書館所蔵）（「官吏進退」）

₇₃　『官員進退』（『府県史料広島』₁₈～₃₀・明治 ₈ 年～明治₁₅年，国立公文書館所

蔵）（「官員進退」）

₇₄　『訴状受取録』（明治 ₇年～明治₁₀年の「訴状受付簿」。事件番号，事件名，原
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被告名および住所，原告代理人名，事件処理の結果を記載。広島地方裁判所蔵，

現在は国立公文書館所蔵）（「訴状受取録」）

₇₅　『民事判決原本』（明治₁₀年頃～明治₂₃年末頃，国際日本文化研究センター所蔵

データベース），（「□□裁判所」裁判年月日）

₇₆　『広島新聞』（明治₁₀・₁₁・₃₀～明治₁₃・ ₄ ・ ₄ ），『広島日報』（明治₁₂・ ₇ ・

₈ ～明治₁₅・ ₅・ ₅ ），『芸備日報』（明治₁₅・ ₉・ ₁ ～明治₁₇・₁₂，明治₁₉・ ₁・

₃₀～明治₂₁・ ₆・₃₀），『芸備日日新聞』（明治₂₁・ ₇・ ₁ ～昭和₁₄・₁₂・₂₉），『中

国新聞』（明治₂₅・ ₅ ・ ₅ ～昭和₂₀・ ₈ ・₁₅）

₇₇　『中国法律新報』第 ₁ 号～第₁₆号（明治₄₀・ ₁ ・₂₅～明治₄₁・ ₅ ・₂₅），第₁₈

号～第₂₃号（明治₄₁・ ₈・ ₅ ～明治₄₁・₁₂・₂₅），第₂₅号～第₃₃号（明治₄₂・ ₁・

₂₅～明治₄₂・₁₀・₂₅），第₃₅号～第₃₉号（明治₄₃・ ₁・ ₁～明治₄₃・ ₅・₂₅），（「中

国法律新報」）

₇₈　『会員名簿』第 ₄号（広島弁護士会・昭和₁₃年度改。原爆被災せず，広島弁護

士会唯一の残存資料），（「会員名簿」第 ₄号）

₇₉　神田靜雄編「履歴書」（『先進会員名簿』広島弁護士会・神田弁護士の未完成作

品），（「先進会員名簿」）

₈₀　『日本弁護士協会録事』，『法曹公論』（日本弁護士協会），『正義』（帝国弁護士

会），『法曹会雑誌』（法曹会），『法律新聞』，『法律新報』，『官報』

第 ₃　代 言 人 名 簿

　明治 ₉年

01　満野順一　「事務所」広島猿楽町₂₀₇番邸寄留（「広島県裁判所」明治₁₀・ ₃・

₁₅），広島県第 ₁ 大区 ₈ 小区安芸国沼田郡広瀬村₇₇₇番屋敷寄留（「広島新聞」明治

₁₁・₁₀・ ₃ ）

長崎・士族（「広島新聞」明治₁₁・₁₀・ ₃ ），明治 ₉ 年 ₈ 月代言人・広島免許

（「日本弁護士史」大正 ₃年），明治₁₁年 ₉ 月裁庭申渡・除族・笞₄₀・代言人除

名（「広島新聞」明治₁₁・₁₀・ ₃ ）

　「片々たる評伝」「裁庭記事」明治十一年九月廿六日申渡　 広島県第一大
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区八小区安芸国沼田郡広瀬村七百七拾七番屋敷寄留長崎県第三十八大区三

小区肥前国藤津郡谷所村千三百六十六番同居士族満野潜長男代言人満野順

一　其方儀原告石井與三次ヨリ被告岡崎八太郎ニ掛ル民事詞訟ニ付被告者

ノ代言ヲナシ借米若干ヲ抹殺セント謀リ私印ヲ偽造シ偽証書ヲ為リ未タ財

ヲ得サル右科ノ内士族タルヲ以一ノ破廉耻甚ヲ重トシ賊盗律詐欺取財条ニ

依リ窃盗未得財ニ準シテ論シ仍改正閨刑律ニ照シ除族ノ上笞四十及代言人

規則第十四条ニ依リ代言人除名申付ル

　広島県第二大区四小区安芸国沼田郡久地村千十二番屋敷平民粟谷群兵衞　

其方儀満野順一カ偽造セシ印書ヲ知リ輙ク同意シ詐偽取財ヲ遂ント謀リタ

ル科賊盗律詐欺取財条ニ依リ窃盗未得財ニ準シテ論シ従タルヲ以テ一等ヲ

減シ笞三十申付ル（「広島新聞」明治₁₁・₁₀・ ₃ ）

02　原田東三郎　「事務所」広島県安芸国第 ₁大区 ₈小区広島榎町（「大阪上等裁

判所」明治₁₁・ ₄ ・事件番号明治 ₉年₂₆₆号），広島区榎町₆₂₉番次新₂₅番屋敷（「広

島裁判所」明治₁₄・ ₅・事件番号₄₈₄号），広島区榎町₅₈番邸（「広島治安裁判所」明

治₁₇・ ₆・事件番号₇₂₇号，「芸備日報」明治₁₉・ ₅・₁₂），広島市字榎町₄₈番邸（「広

島始審裁判所」明治₂₃・ ₄ ・₁₇）

広島・平民，明治 ₉年 ₈月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₁₈年₁₂月現在・広島代言人組合会長（「官報」明治₁₉・ ₃・₂₃），

明治₁₉年 ₅月広島代言人組合会長（「芸備日報」明治₁₉・ ₅・₁₂），明治₁₉年₁₂

月現在・広島代言人組合会長（「官報」明治₂₀・ ₂ ・ ₈ ），明治₂₁年 ₄ 月広島

代言人組合会長（「芸備日報」明治₂₁・ ₄ ・₂₀，「官報」明治₂₁・ ₉ ・ ₈ ），明治

₂₅年₁₀月₂₈日死亡（「官報」明治₂₅・₁₁・ ₈ ，「芸備日日」明治₂₅・₁₀・₃₀）

　「片々たる評伝」明治 ₇年₁₂月₁₀日大阪北洲舎広島支社が設置され，明治

₈年 ₄月₂₂日閉舎された。玉木市兵衞，吉井護，長岡直夫，原田東三郎ら

は生徒として入舎した（「大阪弁護士史稿」昭和₁₂年・₅₉₆～₅₉₇頁）。

　原田は，明治₂₀年 ₃ 月₂₇日開校式を行った広島法律学校の初代校主であ

る（「芸備日日」明治₂₀・ ₃ ・₂₉）。

「文献」「広島法律学校沿革誌」（「修道法学」第₂₈巻第 ₁号・平成₁₇年・₂₆₉頁）
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03　宮原毎太郎　　　　「弁護士名簿」₂₇・参照

04　小林藤三郎　「事務所」広島細工町寄留（「広島県裁判所」明治₁₀年・事件番

号明治 ₉年₁₅₄₉号），広島県第 ₁大区 ₅小区安芸国沼田郡広島 ₄丁目₈₄₀番邸（「広島

裁判所」明治₁₀・ ₇ ・₁₁），広島県第 ₁大区 ₅小区安芸国沼田郡広島天神町₈₈₇番邸

（「広島裁判所」明治₁₁・ ₅ ・₁₁）

広島・平民（「広島裁判所」明治₁₀・ ₇・₁₁），明治 ₉年 ₈月代言人・広島免許

（「日本弁護士史」大正 ₃年）

　「片々たる評伝」原告東京府百島由兵衞（原告代言人小林藤三郎）から被告

広島県山根次郎に対する貸金催促の詞訟について，原告敗訴の判決全文が

「広島新聞」（明治₁₁・ ₈・₁₆，明治₁₁・ ₈・₁₈）に「裁庭記事」として掲載さ

れている。この記事に該当する判決（「広島裁判所」明治₁₁・ ₈・₁₂）は，「民

事判決原本データベース」に収録されている（「国際日本文化研究センター」

所蔵，簿冊番号₄₀₁₀₀₀₀₆・簿冊内番号₀₀₁₄）。（注）小林は，「全国代言人姓名録」

（明治₁₇年），「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

05　澤半三郎　「事務所」広島紙屋町寄留（「広島県裁判所」明治₁₀・ ₃・ ₆ ），山

口県長門萩勘場町当時広島猫屋町寄留（「広島県裁判所」明治₁₀・ ₄ ・₂₄）

嘉永元年 ₇月生，山口・士族，広島県₁₃等出仕，明治 ₈年 ₃月免出仕（以

上，「官員履歴」府県史料広島₁₈・国立公文書館），明治 ₉ 年 ₈ 月代言人・広島

免許（「日本弁護士史」大正 ₃年）。（注）澤半三郎は，「全国代言人姓名録」（明治

₁₇年），「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

「文献」「官員履歴」（「府県史料広島」₁₈・明治 ₈年～₁₀年・国立公文書館）

06　吉井護　「事務所」広島小町（「広島県裁判所」明治₁₀・ ₂ ・₂₈）

広島・士族（「広島県裁判所」明治₁₀・ ₂・₂₈），明治 ₉年 ₈月代言人・広島免

許（「日本弁護士史」大正 ₃年）。（注）吉井は，「全国代言人姓名録」（明治₁₇年），

「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

07　奧本數奇男　　　　「弁護士名簿」₃₃・参照

08　岡謙藏　　　　　　「弁護士名簿」₀₁・参照
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　明治₁₀年

09　山中正雄　　　　　「弁護士名簿」₀₉・参照

10　河端守綱　　　　　「弁護士名簿」₂₂・参照

11　喜多英七郎（「京都始審裁判所」明治₂₁・₁₁・ ₈頃に改名，英七郎→美朗）「事

務所」広島県第 ₁大区 ₄小区安芸国沼田郡広島立町₄₁₄番屋敷（「広島裁判所」明治

₁₁・ ₂・₁₂），御調郡尾道久保町（「尾道始審裁判所」明治₁₅・ ₃・₁₀），尾道久保町

₂₃₁番地（「尾道治安裁判所」明治₁₈・ ₄ ・₁₁），尾道土堂町（「京都始審裁判所」明

治₂₀・ ₉ ・₂₆），御調郡尾道土堂町₄₂₉番地当時京都府下京区第₁₄組東高瀬材木町 ₉

番戸寄留（「大阪控訴院」明治₂₁・ ₃ ・ ₉ ），下京区第₁₄組東木屋町松原下ル材木町

₉番戸寄留（「京都始審裁判所」明治₂₁・ ₇ ・₁₉），下京区烏丸通高辻上ル大政所町

₄₂番戸寄留（「京都治安裁判所」明治₂₂・ ₇ ・₁₇），下京区烏丸通高辻上ル大政所町

₃₂番戸（「名簿」明治₃₂年），「電話」₁₇₈₆（「名簿」明治₃₇年）

広島・平民，明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₁₈年₁₂月現在・尾道代言人組合会長（「官報」明治₁₉・ ₃・₂₃），

明治₁₉年₁₂月現在・尾道代言人組合会長（「官報」明治₂₀・ ₂ ・ ₈ ），明治₂₀

年 ₄月現在・尾道代言人組合会長（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₂₁年

₇ 月現在・代言人・京都（「京都始審裁判所」明治₂₁・ ₇・₁₉），明治₂₆年 ₅ 月

弁護士登録・京都（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₂ ），明治₃₉年 ₄ 月₁₆日登録取消・

死亡（「官報」明治₃₉・ ₄ ・₂₁）

12　神原益治郞（通称，益次郎）「事務所」広島県第₁₇大区 ₇小区備後国沼隈郡浦

崎村₃₁₆番屋敷（「広島裁判所」明治₁₀・ ₇・₁₀），広島区 ₄丁目（「大坂上等裁判所」

明治₁₃・ ₃ ・₂₉），沼隈郡浦崎村₃₆₅番邸（「広島始審裁判所」明治₂₃・ ₃ ・₁₉）

広島・平民（「広島始審裁判所」明治₂₃・ ₃・₁₉），明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島

免許（「日本弁護士史」大正 ₃年）。（注）神原は，「全国代言人姓名録」（明治₁₇年），

「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

　「片々たる評伝」神原は，明治₂₃年頃まで，酒造業を営みながら，代人あ

るいは本人として訴訟をしていた。

13　原田哲藏　「事務所」広島県第 ₁大区 ₄小区安芸国沼田郡鉄砲屋町₅₁₀番屋敷
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寄留（「広島裁判所」明治₁₀・₁₁・事件番号明治 ₉年₄₀号），広島区下中町₁₁₆₀番邸

寄留（「広島控訴裁判所」明治₁₅・₁₂・ ₆ ）

広島・平民（「広島控訴裁判所」明治₁₅・₁₂・ ₆ ），明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島

免許（「日本弁護士史」大正 ₃年）。（注）原田は，「全国代言人姓名録」（明治₁₇年），

「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

14　石井道（旧名，周道・周之祐）　「事務所」広島県第₁₀大区 ₂小区備後国三原町

₂₁₀番屋敷居住当時広島県第 ₁大区 ₅小区安芸国沼田郡広島 ₃丁目₆₄₀番次 ₁番屋敷

寄留・石井周之祐（「広島裁判所」明治₁₀・₁₀・₁₃），広島区大手町 ₃丁目₇₆番邸・

石井道（「広島控訴裁判所」明治₁₈・ ₉ ・₁₉）

広島・平民，明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₂₅年 ₁ 月₁₇日死亡（「官報」明治₂₅・ ₂ ・ ₃ ）

　「片々たる評伝」石井道の名前は，「日本弁護士史」（大正 ₃年）では「周

道」，「全国代言人姓名録」（明治₁₇年）では「周之祐」，「帝国代言人姓名録」

（明治₂₀年）では「道」，「官報」（「官報」明治₂₅・ ₂・ ₃ ）では「道」とある。

15　香川齋　　　　　　「弁護士名簿」₀₈・参照

16　玉木市兵衞　　　　「弁護士名簿」₃₆・参照

17　長岡直夫　「事務所」広島県第₁大区 ₃小区流川町₂₇₈番地（「大阪上等裁判所」

明治 ₉・₁₂・₁₂），山口県周防国吉敷郡山口今市町第₃₀番地寄留（「山口始審裁判所」

明治₁₅・ ₄ ・₂₈），山口県長門国赤間関区西端町第₇₀番屋敷寄留（「山口始審裁判所

赤間関支庁」明治₁₈・ ₉ ・₃₀），赤間関区西端町₅₅番地寄留（「山口始審裁判所赤間

関支庁」明治₂₁・ ₄ ・ ₂ ），赤間関市大字奥小路町 ₉番屋敷寄留（「赤間関治安裁判

所」明治₂₂・₁₂・ ₅ ）

広島・士族，明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₁₇年 ₁ 月現在・代言人・山口（「全国代言人姓名録」明治₁₇年），

明治₁₉年₁₂月現在・赤間関代言人組合会長（「官報」明治₂₀・ ₂ ・ ₈ ），明治

₂₀年 ₆ 月現在・赤間関代言人組合会長（「官報」明治₂₀・ ₉ ・ ₃ ），明治₂₀年

₁₂月現在・赤間関代言人組合会長（「官報」明治₂₁・ ₂ ・ ₇ ），明治₂₁年 ₆ 月

現在・赤間関代言人組合会長（「官報」明治₂₁年・ ₉・ ₈），明治₂₁年₁₂月現
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在・赤間関代言人組合会長（「官報」明治₂₂年・ ₃・₂₂），明治₂₅年 ₃ 月₁₅日

死亡（「官報」明治₂₅・ ₄ ・ ₆ ）

18　富田治左衞門（「冨田」とされている判決が多い）「事務所」広島県第 ₁大区

₄小区安芸国沼田郡広島区袋町₉₅₃番邸（「広島裁判所」明治₁₀・ ₈ ・事件番号₁₁₅₂

号），広島区袋町₉₅₃番屋敷（「広島裁判所」明治₁₄・ ₉ ・ ₆ ），広島区袋町₁₈番邸

（「広島治安裁判所」明治₁₇・ ₆ ・₂₇，「芸備日報」明治₁₈・ ₇ ・₁₀）

広島・平民，明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許，明治₂₀年 ₄ 月現在・代言

人・広島（以上，「帝国代言人姓名録」明治₂₀年）

　「片々たる評伝」「公判」代言人に区費営業割を賦課徴収したるは不当な

りとて，当組合代言人諸氏会議をなしたる処，議論二派に分かれ，高田似

壠氏外十名は区長を被告取り，当裁判所（広島始審裁判所）へ取戻方請求の

訴訟をなさんと云ひ，白根淳六外十一名は県令へ下戻の請求書を出さんと

云ひ，双方其意見一致せざるより各々其意見の如くなし，高田似壠氏外十

名（注，山口武衞門，宮原毎太郎，富田治左衛門，高田似壠，渡邉又三郎，梅田壯

二，岡崎仁三郎，松山廣居，奧本數奇男，高木尉太郎，石井道）は遂に裁庭に持

出したり，然るところ審査の末，去十六日左の通り（…営業割金の取戻を請

求する権利なし…敗訴判決は省略）公判ありたり（「芸備日報」明治₁₉・ ₃・₁₉）。

　この記事に該当する判決（「広島始審裁判所」明治₁₉・ ₃・₁₆）は，「民事判

決原本データベース」に収録されている（「国際日本文化研究センター」所蔵，

簿冊番号₄₀₁₀₀₀₁₈～₂₈・簿冊内番号₀₀₁₈～₂₈）。

19　寺本國造　「事務所」広島鷹匠町（「広島県裁判所」明治₁₀・ ₄・₂₀），広島区

広瀬村（「広島裁判所」明治₁₄・ ₆ ・₂₂），広島区西 ₉軒町₄₅₉番邸（「広島治安裁判

所」明治₁₅・ ₄ ・帳簿内番号₇₉），広島区西 ₉軒町₆₁番屋敷（「広島始審裁判所」明

治₁₉・ ₇ ・ ₆ ）

広島・平民（「広島裁判所」明治₁₄・ ₆・₂₂），明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許

（「日本弁護士史」大正 ₃年）。（注）寺本は，「全国代言人姓名録」（明治₁₇年），「帝

国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

　「片々とした評伝」明治₁₈年～₂₁年頃の「民事判決原本データベース」
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（「国際日本文化研究センター」）の民事判決書では，寺本は，昭和₁₁年貸金催

促訴訟の代言人を ₁件したのみで，代人をしていた。そして，主として金

魚商商舎取締人・活魚商・錦魚商を名乗り，原告として活動している。

20　山口武衞門　「事務所」広島区鉄砲町（「広島裁判所」明治₁₂・ ₇ ・事件番号

₁₉₈号），広島区鉄砲町₂₆₇番屋敷（「広島始審裁判所」明治₁₅・ ₃ ・簿冊内番号₇₁），

広島区鉄砲町₂₃₅番邸（「広島治安裁判所」明治₁₈・ ₄ ・₁₁），広島市字鉄砲町₂₃₅番

邸（「広島区裁判所」明治₂₃・₁₁・₁₅）

広島・平民，明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₁₉年 ₅ 月広島代言人組合副会長（「芸備日報」明治₁₉・ ₅ ・₁₂）

　「片々たる評伝」明治₂₆年 ₅ 月 ₁ 日以降，弁護士名簿に登録した者の中

に，山口武衞門は見えない。

21　河野大一郎　「事務所」広島県備後国御調郡尾道久保町₂₇₆番邸寄留（「大坂上

等裁判所」明治₁₂・₁₁・ ₂ ），御調郡尾道久保町₃₁₀番屋敷（「尾道治安裁判所」明治

₁₈・ ₄ ・₂₃），京都府上京区第₃₁組指物町₃₃番戸寄留（「京都始審裁判所」明治₂₁・

₂ ・₂₈），上京区木屋町通 ₂条下ル上樵木町 ₅番戸内 ₁号寄留（「京都始審裁判所」

明治₂₂・ ₇・₁₈），上京区堺町通 ₂条上ル亀屋町 ₈番戸寄留（「大阪控訴院」明治₂₄・

₁ ・₂₄）

広島・平民，明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₁₇年 ₁月現在・尾道代言人組合会長（「全国代言人姓名録」明治

₁₇年），明治₂₀年 ₆ 月現在・尾道代言人組合会長（「官報」明治₂₀・ ₉ ・ ₃ ），

明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・京都（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₂ ），明治₃₂年 ₈ 月 ₄

日登録取消・死亡（「官報」明治₃₂・ ₈ ・₁₄）

22　山田謇之助

明治₁₀年 ₃月代言人・広島免許（「日本弁護士史」大正 ₃年）。（注）山田は，「全

国代言人姓名録」（明治₁₇年），「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年），「民事判決原本デー

タベース」（「国際日本文化研究センター」所蔵）に見えない。

23　渡邊又三郎　　　　「弁護士名簿」₁₃・参照
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　明治₁₁年

24　天野鐵輔　　　　　「弁護士名簿」₃₈・参照

25　結城勝　「事務所」広島区新川場町（「広島区裁判所」明治₁₄・ ₃・₁₄），広島

区鉄砲屋町₅₀₆番屋敷（「広島始審裁判所」明治₁₅・ ₅ ・₁₇），三次郡上里村（「三次

治安裁判所」明治₁₆・ ₆・₂₅），三次郡上里村₅₀₀番邸（「三次治安裁判所」明治₁₈・

₁₁・₂₁），広島区鷹匠町 ₇番邸（「三次治安裁判所」明治₁₉・ ₃ ・₂₀）

広島・平民（「広島裁判所」明治₁₄・ ₆・₂₈），明治₁₁年 ₁ 月代言人・広島免許

（「日本弁弁護士史」大正 ₃ 年）。（注）結城は，「全国代言人姓名録」（明治₁₇年），

「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

26　岩田彌太之輔　「事務所」広島区大須賀村₁₂₂₇番邸（「大坂上等裁判所」明治

₁₂・₁₀・₂₇），広島区大須賀村₁₀₄番屋敷（「広島始審裁判所」明治₁₈・ ₆ ・₁₇）

天保₁₀年 ₉月生（「官員履歴」府県史料広島₁₈・国立公文書館），広島・士族，明

治 ₄年₁₀月広島県史生出仕・刑律断獄係，明治 ₄年₁₁月広島県被廃，明治

₅年 ₂月等外 ₃等・聴訟課ニ遷ル，明治₅年 ₇月広島県₁₅等出仕（以上，「官

員辞令書」府県史料広島₂₀・国立公文書館），…明治 ₈年 ₄月任広島県権少属，

明治 ₈年 ₅月聴訟課中聴訟係専務，明治 ₈年 ₈月三次加茂両郡ヘ差遣，明

治 ₈年₁₂月広島県 ₅等警部，明治 ₉年 ₂月広島県 ₄等警部，明治 ₉年 ₇月

第 ₁大区出張所詰，明治₁₀年 ₁ 月依願免本官（以上，「官員履歴」府県史料広

島₁₈・国立公文書館），明治₁₁年 ₁月代言人・広島免許（「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₁₇年 ₁月現在・広島代言人組合会長（「全国代言人姓名録」明治

₁₇年）

　「片々たる評伝」岩田彌太之輔は，明治₂₆年 ₅月以降の弁護士名簿登録者

中には見えない。

「文献」「官員履歴」（「府県史料広島」₁₈・明治 ₈年～₁₀年・国立公文書館），「立庁

以来官員任解進退辞令書」（「府県史料広島」₂₀・明治 ₄年～ ₇年・国立公文書館）

27　二宮豐三郎　「事務所」広島鉄砲屋町₅₀₂番屋敷（「広島新聞」明治₁₁・ ₆ ・

₉ ，「広島始審裁判所」明治₁₅・ ₁ ・₁₈）

広島・平民（「広島治安裁判所」明治₁₇・ ₉・₁₇），明治₁₁年 ₁ 月代言人・広島
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免許（「日本弁護士史」大正 ₃年），明治₁₁年 ₆ 月裁判宣告・笞₂₀（「広島新聞」

明治₁₁・ ₆ ・ ₉ ），明治₁₇年 ₁ 月現在・代言人・広島（「全国代言人姓名録」明

治₁₇年），明治₁₇年病気死亡（「広島始審裁判所」明治₁₇・ ₅・₁₁，「広島治安裁判

所」明治₁₇・ ₉ ・₁₇）

　「片々たる評伝」「裁判宣告」鉄砲屋町五百二番屋敷平民代言人二宮豐三

郎なる者は，藤木勘兵衞より代言を頼まれ，有江政五郎代書する訴状本人

名の下へ他の白紙に押捺し勘兵衞実印の印影を切取り糊付たるを知らず差

出せし後，其顛末を政五郎より承知しながら包蔵して願下けせんとするも，

事已に発覚するの後なるを以て，雑犯律不応為軽に問ひ，懲役三十日情を

量り一等を減じ笞二十を申付られましたが，豐三郎氏は素より免許代言人

なれば，法律抔の事は何角篤と五存知の筈じゃよ（「広島新聞」明治₁₁・ ₆・

₉ ）。

28　稲垣五郎　「事務所」広島区大手筋 ₂丁目講法館（「広島新聞」明治₁₁・ ₇ ・

₂₃，明治₁₂・ ₁ ・₁₀），広島区的場町（「広島新聞」明治₁₂・ ₁ ・₁₀）

広島・士族，安政 ₄年 ₉月（以上，「官員履歴」千葉県史料₄₀冊・明治 ₆年～₁₈

年・国立公文書館），明治 ₈年 ₆月広島師範学校下等課卒業（「広島県師範学校

一覧」大正 ₇年・₄₉頁），…明治₁₁年 ₇ 月代言人・広島免許（「日本弁護士史」

大正 ₃年）…，明治₁₃年 ₈月御用掛・准判任，明治₁₄年 ₂月千葉県 ₈等警部，

明治₁₄年₁₁月兼任検事補・司法省，明治₁₅年 ₄ 月専任検事補・司法省，明

治₁₅年 ₄月依願免本官，明治₁₅年 ₄月警部兼 ₇等属（以上，「官員履歴」千葉

県史料₄₀冊・明治 ₆年～₁₈年），明治₁₆年 ₁ 月現在・千葉県警察本署在勤・警

部（「千葉県職員録」明治₁₆年 ₁ 月改），明治₁₆年₁₁月免兼官（「官員履歴」千葉

県史料₄₀冊・明治 ₆年～₁₈年），明治₁₇年 ₂ 月現在・木更津警察署在勤・警部

（「千葉県職員録」明治₁₇年 ₂ 月改），明治₁₈年 ₉ 月現在・茂原警察署長（「千葉

県職員録」明治₁₈年 ₉ 月改），明治₁₉年 ₇ 月現在・八日市場警察署長兼銚子警

察署長（「職員録」乙・明治₁₉年），明治₂₁年 ₃ 月現在・銚子警察署長（「職員

録」乙・明治₂₁年），明治₂₂年 ₆ 月現在・木更津警察署長（「千葉県職員録」明

治₂₂年 ₆ 月改），明治₂₅年 ₁ 月現在・北条警察署長（「職員録」乙・明治₂₅年），
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明治₂₇年 ₂月現在・千葉警察署長（「千葉県職員録」明治₂₇年₁₂月改），明治₂₈

年₁₁月現在・松戸警察署長（「職員録」乙・明治₂₈年），明治₂₉年 ₆ 月現在・

広島県警察部保安課警部，明治₂₉年 ₆ 月広島県警察部保安課長心得（以上，

「芸備日日」明治₂₉・ ₆ ・₃₀），明治₃₀年₁₁月呉警察署長（「芸備日日」明治₃₀・

₁₁・ ₃ ），明治₃₂年 ₅月～明治₄₀年 ₈月甲奴郡長（「芸備日日」明治₃₂・ ₅・ ₄ ，

「職員録」乙・明治₃₃年～明治₄₀年），明治₄₀年 ₈月安佐郡長・ ₄級俸下賜（「広

島県安佐郡報」第₁₂号・明治₄₄年 ₉ 月，「官報」明治₄₀・ ₈ ・₂₆），明治₄₁年₁₁月

休職・安佐郡長（「中国新聞」明治₄₁・₁₂・ ₃ ，「芸備日日」明治₄₁・₁₂・ ₄ ），明

治₄₁年₁₁月退官・安佐郡長（「広島県安佐郡報」第₁₂号・明治₄₄年 ₉ 月），明治

₄₂年 ₇月韓国新義州警察署長（「芸備日日」明治₄₂・ ₇・₁₀），…大正 ₃年 ₈月

死亡（「芸備日日」大正 ₃・ ₈・₁₉夕）

　「片々たる評伝」「代言広告」講法館々員中広島裁判所代言免許を得たる

者（注，稲垣五郎）あるに付，他の館員数人相議して免許代言人を補助し，

平素本館に於て講究せし学術を実施し，以て各詞訟者をして其抂屈を伸暢

し其権理を保全せしむるが為め新に本館内に代言部を設けたるに付，何人

たるを択はす代言を依頼せんと為す者は土曜日を除くの外，毎日午后一時

より五時迄の時限内に来館ある可し，但講法館に於て無謝礼研究を為すは

是迄の通り。第一大区五小区六丁目元嶺雲院水楼　講法館（「広島新聞」明

治₁₁・ ₈ ・₁₆）

　明治十二年一月十日，講法館は代言部を廃止したので，稲垣は広島区的

場に代言事務所を開設した（「広島新聞」明治₁₂・ ₁ ・₁₀，明治₁₂・ ₅ ・₁₁）。

　稲垣は，明治₄₁年₁₁月₃₀日，文官分限令第₁₁条第 ₁項第 ₄号（官庁事務の

都合に依り必要なるとき）に依り休職を命ぜられた（「中国新聞」明治₄₁・₁₂・

₃ ，「芸備日日」明治₄₁・₁₂・ ₄ ）。原因の重なるものは「同人は平素酒癖あり

て兎角郡吏及郡民との衝突を惹起せしこと往々ありし」という（「芸備日日」

明治₄₂・₁₂・ ₃ ）。

29　長屋謙二　　　　　「弁護士名簿」₃₄・参照

30　和田詫美　　　　　「弁護士名簿」₂₆・参照
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31　三木盛之助　「事務所」広島県第 ₁大区 ₆小区安芸国沼田郡弥生町₁₅₆₅番屋敷

（「広島裁判所」明治₁₁年・事件番号₆₄号）

広島・士族（「広島裁判所」明治₁₁年・事件番号₆₄号），明治₁₁年 ₇ 月代言人・

広島免許（「日本弁護士史」大正 ₃年年）（注）三木は，「全国代言人姓名録」（明治

₁₇年），「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

　「片々とした評伝」三木盛之助は，「民事判決原本データベース」（国際日

本文化研究センター所蔵）では，原告代言人としてとしての訴訟が，₁件（貸

金催促の訴訟）だけ出てくる。

32　山田藤太郎　「事務所」広島県備後国三次郡上里村寄留（「三次治安裁判所」

明治₁₆・ ₆ ・ ₉ ）

広島・平民（「三次治安裁判所」明治₁₆・ ₆・ ₉ ），明治₁₁年 ₇ 月代言人・広島

免許（「日本弁護士史」大正 ₃年）。（注）山田は，「全国代言人姓名録」（明治₁₇年），

「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

　「片々とした評伝」山田藤太郎は，「民事判決原本データベース」（国際日

本文化研究センター所蔵）では，広島における裁判としては，₁件（貸金請求

の詞訟　身代限）だけ，原告（代人がついている）としての訴訟が出てくる。

33　白根淳六　「事務所」広島県第₁₅大区 ₃小区備後国恵蘇郡新市村₃₃₄番邸（「三

次区裁判所」明治₁₀・₁₀・ ₉ ），広島区大手町 ₂丁目₅₃₉番邸（「芸備日報」明治₁₆・

₉ ・₂₅），広島区大手町 ₂丁目₅₁番地（「広島控訴裁判所」明治₁₈・ ₄ ・₂₀），「呉港

出張所」広島県呉港和庄村₅₉₆番邸岡本清兵衞方（高田似壠「出張所」と共同）（「芸

備日報」明治₂₀・ ₅ ・₁₁）

広島・平民，明治₁₁年 ₇ 月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₂₂年 ₄ 月広島代言人組合副会長（「芸備日日」明治₂₂・ ₄・₂₃），

明治₂₂年 ₆ 月広島市議会議員（「新修広島市史」第 ₇巻・明治₃₅年），明治₂₃年

₅ 月広島県会議員（「広島県議会史」第 ₂巻・昭和₃₅年），明治₂₃年₁₂月₂₉日死

亡議員在任中（「官報」明治₂₄・ ₁ ・₁₆）

　「片々たる評伝」「代言議会祝詞　其六」魚肉ノ宰烹ニ於ル塩梅其度ニ適

セザレハ則チ喰フニ味ナシ琴瑟ノ弾奏ニ於ル緩急其調ニ諧ハザレハ則チ聴
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ニ妙ナシ凡ソ壌面万事尽ク之ニ依サルハナシ然リ而テ其最モ要ナルハ人間

社会ノ成立ニシテ其調度ヲ得ルヤ最モ難シ蓋シ社会目途タル之ヲ善良ニ之

ヲ高尚ニ至開至明ノ地ニ達スルニアルノミ若シ其度ヲ得サルモノハ是レ政

府人民ノ間塩梅其度ヲ失シ緩急其調ヲ誤ルニ生ズ豈慎マザル可ケンヤ蓋シ

我カ政体ノ鞏固ナルハ盤石ノ如ク人民ノ安全ナルハ泰岳ニ比シク其道ヲ誤

ラズ官民其度ヲ得タルノ目今ナレバ曩ニ明治九年代言人規則ヲ頒布セラレ

今又本年五月改正成規ヲ布達セラレタリ因テ今回県下広島集産場楼上ヘ同

盟各員参会団結以テ法令ヲ遵奉シ同盟議会ヲ開クノ式ヲ執行ス之レ未曾有

ノ盛事ニシテ同盟各員ト共ニ祝セザル可ケンヤ賀セザル可ケンヤ予モ亦其

末列ニ班スルヲ得タリ何ノ幸栄カ之ニ若カサルベケンヤ我職ノ重任タルヤ

法令ヲ尊ビ成規ヲ守リ権利ヲ保全シ抂屈ヲ伸暢シ其任ノ義務ヲ負ヒ自治ノ

精神ヲ全カラシムルハ豈ニ相愛シ相護ルノ念ナカランヤ況ンヤ同一主義ノ

其間ニ存スルモノアルニ於テヲヤ然リト雖トモ其任ニ耐ヘ其任ヲ尽サヽル

ハ恰モ弾奏其調ニ諧ハサルカ如シ苟モ其任ヲ託セラレ其功ヲ奏セント欲セ

バ法理ニ通暁セザル可ラズ品行方正ナラザル可ラズ故ニ同盟各員ト倶ニ余

薀ナリ奮錬討議以テ世人ノ亀鑑タル即チ我カ職ノ本分ニ耻ヂザランコトヲ

期スルハ所謂宰烹塩梅其度ニ適シ而テ社会ノ権議ヲ伸暢補翼シ功ヲ奏シ且

ツ始メアリ終リヲ完全セシムルヲ熱望スル処ナリ聊カ蕪辞ヲ述ベ祝辞ニ代

フ　　免許代言人　白根淳六 謹白「明治₁₃年 ₆月₂₉日代言人組合創立総会に於

ける祝辞」（「広島日報」明₁₃・ ₇ ・₁₂）

　白根淳六は，代言人渡邊又三郎の長女トヨ（「戸籍謄本」明治元年 ₁月₁₄日

生）と結婚したが，トヨが幼く思えたので広島師範学校師範学課に通わせ，

明治₂₄年 ₃月₃₀日，トヨは師範学課を卒業（「広島県師範学校一覧」大正 ₇年・

₁₁₀頁）した。然し，白根は，「才子多病」明治₂₃年₁₂月₂₉日夭逝したので

（「芸備日日」明治₄₅・ ₄ ・₁₁），トヨは，後に渡邊又三郎代言事務所の書生か

ら代言人試験に合格し，代言人・弁護士となった横山金太郎と再婚（「戸籍

謄本」明治₃₁年 ₁ 月₂₇日）し，金太郎の政治活動をよく支えた。
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　明治₁₂年

34　林十之助　　　　　「弁護士名簿」₂₈・参照

35　橋野嘉三郎　　　　「弁護士名簿」₂₄・参照

36　安部改造　　　　　「弁護士名簿」₁₇・参照

37　山内吉郎兵衞　　　「弁護士名簿」₃₅・参照

38　水野象三　「事務所」広島県備後国三上郡庄原村（「三次区裁判所」明治₁₁・

₁₁・₃₀），三上郡庄原村当時三上郡上里村寄留（「三次区裁判所」明治₁₃・ ₁ ・₂₉），

三次郡上里村寄留（「三次治安裁判所」明治₁₆・ ₅ ・₂₅），大阪市南区鰻谷西 ₁丁₅₁

番邸（「大阪控訴院」明治₂₉・ ₅ ・₂₇）

大阪・平民（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₂ ），明治₁₂年 ₆ 月代言人・広島免許（「日

本弁護士史」大正 ₃年），明治₁₇年 ₁ 月現在・代言人・広島（「全国代言人姓名

録」明治₁₇年），…明治₂₁年頃・大阪南区書記（「大阪始審裁判所」裁判言渡書），

明治₂₃年頃・大阪天王寺区裁判所裁判官（「天王寺区裁判所」裁判言渡書）…，

明治₂₆年 ₄ 月引続営業願聴免許状下付（「官報」明治₂₆・ ₄ ・₂₉），明治₂₆年

₅月弁護士登録・大阪（「官報」明治₂₆・ ₆・ ₂ ），明治₃₁年₁₂月₂₄日死亡（「官

報」明治₃₂・ ₅ ・₁₁）

　「片々たる評伝」「代言議会祝詞　其五」爰ニ明治十三年六月廿九日広島

集産場ニ於テ改正代言人規則ニ倣ヒ本会ヲ開ク蓋シ我カ職務ノ重任タルヤ

言ヲ俟ズシテ明カナリ抑々此職務ノ本分ヲ尽スニ欠ク可カラサルモノ一ア

リ之レ則忍耐ナリ西哲言ニ曰ク事業ノ正否ハ忍耐力ノ浅深ニアリト誠ナル

哉言乎故ニ我カ本分ヲ尽サント欲セハ孜々勉励法ノ在ル処理ノ存スル処ヲ

明カニセザル可ラス同盟諸氏ハ山野ノ嶮風浪ノ難ヲ冒シ集会計議以テ権理

ヲ主張シ社会ヲ利セントスルノ心事ハ忍耐深遠ノ志操ニ富ミ将来ヲ期シテ

共ニ成ス処アルハ炳々赫々タリ予モ亦此盛会ノ席末ニ列スルノ栄ヲ得タリ

何ソ祝セザル可ケンヤ聊カ管辞ヲ陳テ祝辞ヲ表ス　　免許代言人　水野象

三 敬白「明治₁₃年 ₆月₂₉日代言人組合創立総会に於ける祝辞」（「広島日報」明₁₃・

₇ ・₁₂）

「文献」錦川漁郎『浪華状師月旦』（大藤陽次郎・₁₈₉₆年₁₁月・₁₇頁）



（　 ）

増田：戦前期広島の弁護士名簿（1）

263263

　明治₁₃年

39　脇本東助　　　　　「弁護士名簿」₂₅・参照

40　中野一雄　「事務所」広島区 ₄丁目₇₆₀番屋敷（「広島裁判所」明治₁₄・ ₅・事

件番号第₄₇₈号）

広島・平民（「広島裁判所」明治₁₄・ ₅・事件番号第₄₇₈号），明治₁₃年₁₂月代言

人・広島免許（「日本弁護士史」大正 ₃年）。中野は，「全国代言人姓名録」（明治

₁₇年），「帝国代言人姓名録」（明治₂₀年）には見えない。

　明治₁₄年～明治₁₈年

41　松山廣居　　　　　「弁護士名簿」₀₄・参照

42　梅田壯二（旧姓，太田）「事務所」大阪府第 ₃大区 ₁小区土佐堀裏町 ₆番地寄

留（「大阪上等裁判所」明治₁₀・ ₈ ・₂₂），大阪府第 ₄大区 ₅小区中ノ島 ₅丁目₁₀番

地寄留（「大阪上等裁判所」明治₁₀・₁₀・事件番号₄₉₈号），大阪府第 ₃大区 ₂小区江

戸堀北通 ₃丁目₂₆番地寄留（「大阪上等裁判所」明治₁₁・ ₆ ・₁₃），大阪府西区江戸

堀南通 ₂丁目₃₂番地寄留（「大阪上等裁判所」明治₁₂・ ₆ ・₁₉），広島市大手町 ₄丁

目₂₇番邸・松山廣居と共同事務所（「広島控訴裁判所」明治₁₅・ ₃ ・₂₃），広島区大

手町 ₄ 丁目₁₇番邸寄留・松山廣居と共同事務所（「広島控訴裁判所」明治₁₈・ ₂ ・

₁₂），大阪府東区伏見町 ₂丁目₁₈番地寄留（「大阪控訴裁判所」明治₁₉・ ₃・ ₄ ），北

区堂島北町₃₀番地寄留（「神戸始審裁判所」答書・明治₁₉・₁₂・₂₅），北区堂島中 ₁

丁目₃₄₀番屋敷ノ ₂（「名簿」明治₃₂年～₃₆年）

安政 ₅年₁₂月生，京都加佐郡舞鶴・士族（以上，「近畿弁護士評伝」明治₃₃年）

→大阪・士族（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₂ ），明治₁₀年 ₆ 月代言免許・大阪（「大

阪弁護士史稿」昭和₁₂年・₁₁₀₃頁），明治₁₅年 ₃ 月代言人・広島松山廣居と共同

事務所（「中国法律新報」明治₄₂・ ₇ ・₂₅，明治₄₂・ ₈ ・₂₅），梅田壯二は「全国代

言人姓名録」（明治₁₇年 ₄月出版）には大阪始審裁判所所属代言人として記載されて

いるが，明治₁₇年₁₀月現在の大阪組合代言人住所氏名簿には記載されていない（「大

阪弁護士稿」昭和₁₂年・₁₁₀₉～₁₁₁₄頁），明治₁₉年₁₂月代言人・大阪（「近畿弁護

士評伝」明治₃₃年），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・大阪弁護士会副会長（「官報」
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明治₂₆・ ₆ ・ ₂ ，「大阪弁護士会史稿」昭和₁₂年・₅₃₅頁），明治₃₆年 ₉ 月₁₁日登

録取消・死亡（「官報」明治₃₆・ ₉ ・₁₇）

　「片々たる評伝」梅田壯二は，明治₁₅年 ₃月，松山廣居と広島市大手町 ₄

丁目₂₇番邸に共同事務所を設けた（「中国法律新報」明治₄₂・ ₇・₂₅，明治₄₂・

₈ ・₂₅）。

　始めて重罪裁判所に於て刑事被告人に弁護人を附するとの規制を設けら

るゝや，君は広島重罪裁判所に於て有名なる旧広島藩士数名の持凶器強窃

盗被告事件の弁護人に指定せらる。是れ広島に於て官選弁護人を命ぜられ

しの嚆矢とす。其他捕鯨，山林，相続等の事件並に米子旧藩主荒尾家の諸

事件を担当して孰れも勝訴を得，特に同県下能美島村長某の刑事被告事件

の弁護人となり無罪の判決ありし時の如きは，村長某は君の労に酬ゆる為

め，広島芸妓の総揚げをなして，空前の盛宴を催したる事ありしと，当時

君が得意以て想見すべし（「近畿弁護士評伝」明治₃₃年）。

「文献」米倉萩露『当世人物管見』（三都文学会蔵版・₁₈₉₃年 ₈ 月・₈₆頁），『近畿弁

護士評伝』（潜龍館・₁₉₀₀年₁₂月・₂₁₁頁）

43　高木尉太郎　　　　「弁護士名簿」₃₇・参照

44　高田似壠　　　　　「弁護士名簿」₅₀・参照

45　澤村良太郎　「事務所」高知県土佐国土佐郡 ₈軒町 ₈番地（「高知裁判所」明

治₁₄・ ₇・₂₈），土佐郡高知中島町₃₀番地（「大阪上等裁判所」明治₁₄・₁₂・₂₀），大

阪府北区常安町 ₄番地寄留（「大阪控訴裁判所」明治₁₆・ ₂・₂₀），広島区天神町₈₇₈

番邸天城トク方寄留（「芸備日報」明治₁₆・₁₀・₂₃），広島区竹屋町₆₇₁番邸・高田似

壠と同事務所（「芸備日報」明治₁₆・₁₂・₁₄），徳島県名東郡中通町 ₁丁目₂₁番地志

摩源平方寄留（「徳島始審裁判所」明治₁₇・ ₅ ・₂₉），高知県土佐郡中島町₃₀番地当

今広島県御調郡尾道久保町₂₀₃番邸寄留（「尾道治安裁判所」明治₁₈・ ₂・₂₈），高知

県土佐郡 ₈軒町 ₈番地当時広島県御調郡尾道久保町₂₆₉番屋敷寄留（「広島治安裁判

所尾道支庁」明治₂₀・₁₁・ ₁ ），御調郡尾道久保町₂₆₅番屋敷寄留（「広島治安裁判所

尾道支庁」明治₂₁・ ₂ ・₂₃），御調郡尾道町字久保（「広島治安裁判所尾道支庁」明

治₂₃・ ₆ ・ ₇ ）
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高知・平民，明治₁₆年 ₁ 月代言人・大阪免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），昭和₁₆年₁₀月代言人・広島（「芸備日報」明治₁₆・₁₀・₂₃），明治₂₀

年 ₄月現在・代言人・尾道（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₂₃年 ₇月₁₇

日死亡（「官報」明治₂₃・ ₇ ・₃₁）

　「片々たる評伝」「広告」生儀予て大坂代言組合員たりしに，這回当地有

志者の需に応し当地に移住し，左の業務に従事す　一詞訟の鑑定　一始審

及ひ控訴の代言　一刑事の弁護　思ふに刑事の如きは弁論の巧拙に依て刑

に軽重あり故に生は被告事件の如何に拘らず嘱託に応ず。　広島区天神町

八百七十八番邸天城トク方寄留高知県平民　代言人　澤村良太郎（「芸備日

報」明治₁₆・₁₀・₂₃）

　明治₂₂年 ₃ 月尾道代言人組合諸氏の発起になる尾道法律学校が開校した

（「芸備日日」明治₂₂・ ₃ ・₁₆，明治₂₂・ ₄ ・₁₂）。「私立尾道法律学校設立趣意

書」によると，創立員は難波泰慈・和田詫美・安部改造・橋野嘉三郎・脇

本東助・谷口清太・澤村良太郎・栗原茂之である。しかし，毎年発行され

る「広島県統計表」（明治₂₀年～明治₂₈年）中の「公私立各種学校教員生徒」

欄に，広島法律学校は校名・学科・教員数・生徒数・卒業生数が記録され

ているが，尾道法律学校の校名等が記録されたことはない。設立・開校は

したが，記録するいとまもなく，短期間に終わったのであろう。

「文献」『私立尾道法律学校設立趣意書（「私立尾道法律学校規則」を含む）』（明治₂₂

年 ₃ 月，法政大学ボアソナード現代研究所所蔵，明治大学史資料センターを通じて

画像入手）

46　富田信英（「冨田」とされている判決が多い）「事務所」東京府第 ₁大区 ₇小

区南槙町 ₁番地寄留（「東京上等裁判所」明治 ₉・ ₄・ ₈），東京府第 ₄大区 ₁小区

神田錦町 ₁丁目 ₁番地寄留（「東京控訴院」明治₁₀・ ₇ ・₂₃），東京府第 ₁大区 ₇小

区南槙町 ₁ 番地（「東京上等裁判所」明治₁₁・ ₄ ・ ₈ ），京橋区南槙町 ₁ 番地寄留

（「東京上等裁判所」明治₁₁・₁₂・事件番号₂₉₁号，「代言住所人名録」明治₁₄年₁₂月），

広島区塩屋町₄₅₁番邸詞訟鑑定事務所（「芸備日報」明治₁₆・₁₀・₁₇），広島区中島本

町 ₅番邸（「芸備日報」明治₁₆・₁₁・₂₇），東京府京橋区南町槙町 ₁番地寄留（「広島
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控訴裁判所」明治₁₇・ ₂ ・₂₅），京橋区築地 ₂丁目₁₉番地（「松江始審裁判所浜田支

庁」明治₁₈・ ₇・₂₇），京橋区南町槙町 ₁番地（「東京控訴院」明治₂₁・ ₆・₁₃），日

本橋区茅場町 ₄ 番地（「東都状師月旦」第 ₃ 巻・明治₂₆年），富山市総曲輪町出張

（「名簿」明治₃₂年），富山市総曲輪町₃₈₂番地（「名簿」明治₃₅年～明治₄₃年）

石川・士族（「東京上等裁判所」明治₁₁・ ₈・₁₄）→東京・士族（「松江始審裁判

所浜田支庁」明治₁₈・ ₇ ・₂₇），明治₁₁年 ₁ 月代言人・東京免許（「帝国代言人

姓名録」明治₂₀年），明治₁₆年₁₀月代言人・広島事務所（「芸備日報」明治₁₆・

₁₀・ ₇ ），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・東京（「官報」明治₂₆・ ₅ ・₂₇），明治₃₄

年₁₁月登録換・富山（「官報」明治₃₄・₁₁・₂₉），明治₄₅年 ₅月₁₀日登録取消・

死亡（「官報」明治₄₅・ ₅ ・₁₇）

　「片々たる評伝」　「広告」今般東京組合代言師富田信英氏ト相計リ同氏担

任出広の余暇ヲ以テ十五日ヨリ左ノ事務所ニ於イテ執ル所ノ業務　第一民

刑両事ノ詞訟鑑定・第二紛議ノ仲裁或ハ弁護ノコト・第三契約又ハ訴状及

答書等ノ文案　詞訟鑑定事務所・広島区塩屋町四百五拾壱番邸　同所主任

富田信英　明治十六年十月十二日　発起者　廣重曻・中井市太郎（「芸備日

報」明治₁₆・₁₀・₁₇）

　「移転広告」広島区内塩屋町四百五拾壱番邸詞訟鑑定事務所今般都合ニ依

リ左ノ処ニ移転是迄ノ通訴訟事務取扱候間御依頼ノ方ハ同所ヘ御出被下度

候事　広島区中島本町五番邸　東京組合代言人　富田信英事務所　明治

十六年十一月（「芸備日報」大正₁₆・₁₁・₂₇）

「文献」久保田高三『東都状師月旦』第 ₃巻（日陽堂・₁₈₉₃年 ₅ 月・₂₃頁）

47　谷口清太　「事務所」東京府日本橋区蠣売町 ₁丁目 ₃番地寄留（「東京上等裁

判所」明治₁₄・ ₁ ・ ₇ ，「代言住所人名録」明治₁₄年），広島県安芸国広島区下中町

寄留（「広島治安裁判所」明治₁₆・ ₅ ・₁₁），「出張所」広島区新川場町₁₇番地（「芸

備日報」明治₁₆・₁₁・ ₉ ），広島区播磨屋町寄留（「広島始審裁判所」明治₁₇・ ₂ ・

₂₉），広島区新川場町寄留（「広島始審裁判所」明治₁₇・ ₄・₂₅），東京府日本橋区坂

本町₃₀番地寄留・島根県石見国鹿足郡津和野森村₆₃番屋敷（「尾道始審裁判所尾道支

庁」明治₁₈・ ₄ ・₃₀），東京府京橋区桶町₁₀番地寄留（「広島控訴院」明治₂₀・ ₂ ・
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₁₂），広島県備後国深津郡福山東町寄留（「尾道治安裁判所」明治₂₀・₁₂・₂₈），深津

郡福山町大字東町₁₂₄番地当時島根県石見国那賀郡浜田町大字新町滞在（「浜田治安

裁判所」明治₂₂・₁₁・₁₉，「浜田区裁判所」明治₂₃・₁₂・₁₆）

島根・士族（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₁₃年 ₅月代言人・島根免許

（「日本弁護士史」大正 ₃年），明治₁₄年₁₂月現在・代言人・東京（「代言住所姓

名録」明治₁₄年），昭和₁₆年₁₁月代言人・広島出張所（「芸備日報」明治₁₆・₁₁・

₉ ），明治₁₇年 ₁ 月現在・代言人・東京（「全国代言人姓名録」明治₁₇年），明

治₂₀年 ₄月現在・代言人・尾道（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₂₃年₁₂

月₁₇日除名代言人規則違反（「官報」明治₂₄・ ₁ ・ ₈ ）

　「片々たる評伝」明治₂₂年 ₃月尾道代言人組合諸氏の発起になる尾道法律

学校が開校した（「芸備日日」明治₂₂・ ₃・₁₆，明治₂₂・ ₄・₁₂）。「私立尾道法

律学校設立趣意書」によると，創立員は難波泰慈・和田詫美・安部改造・

橋野嘉三郎・脇本東助・谷口清太・澤村良太郎・栗原茂之である。しかし，

毎年発行される「広島県統計表」（明治₂₀年～明治₂₈年）中の「公私立各種学

校教員生徒」欄に，広島法律学校は校名・学科・教員数・生徒数・卒業生

数が記録されているが，尾道法律学校の校名等が記録されたことはない。

設立・開校はしたが，記録するいとまもなく，短期間に終わったのであろ

う。

 「無罪を言渡さる」尾道組合代言人谷口清太氏の殴打創傷事件は，本年一

月三十一日福山町料理店藤井みね方にて新年宴会の節，同席の清水某を殴

打したりと云ふ疑獄にして，尾道軽罪裁判所に於て，刑法第三百五十一条

に依り重禁錮二ヶ月に処せられたるも，氏は此の言渡に服せずして，更に

控訴（注，弁護人天野確郎）したるに，一昨日当控訴院に於て原判決を取消

し，更に無罪を言渡されたり（「芸備日日」明治₂₂・ ₇・₁₄，明治₂₂・ ₈・ ₃ ）。

「文献」『私立尾道法律学校設立趣意書（「私立尾道法律学校規則」を含む）』（明治₂₂

年 ₃ 月，法政大学ボアソナード現代研究所所蔵，明治大学史資料センターを通じて

画像入手）

48　難波泰慈　　　　　「弁護士名簿」₁₆・参照
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　明治₁₉年～明治₂₀年

49　大山剛　「事務所」東京府神田区三河町 ₂丁目（「東京代言人組合一覧」明治

₁₈年 ₆ 月），広島区新川場町₄₂番邸寄留（「広島始審裁判所」明治₁₉・ ₃ ・₃₁）

岡山・平民（「広島始審裁判所」明治₁₉・ ₃・₃₁），明治₁₈年 ₁ 月代言人・東京

免許（「日本弁護士史」大正 ₃年），明治₁₉年 ₁ 月代言人・広島（「芸備日報」明

治₁₉・ ₁ ・₃₀），明治₁₉年 ₂ 月広島法学校設立猿楽町・間もなく消滅（「芸備日

報」明治₁₉・ ₂ ・₁₀，明治₂₀・ ₃ ・ ₂ ）

　「片々たる評伝」大山剛は，「東京法律学校」を卒業したという（「芸備日

日」明治₁₉・ ₁ ・₃₀）。大山剛は，「東京代言人組合一覧」（明治₁₈年 ₆ 月）に

前頭下から東 ₅ 枚目に掲載されている（「日本法曹界人物事典」第 ₆ 巻・護士

篇・平成 ₈ 年・折込）。大山剛の名前は，明治₁₉年 ₅ 月「広島組合代言人現

員」（「芸備日報」明治₁₉・ ₅ ・₁₂）以降出てこない。

「文献」「広島法律学校沿革誌」（「修道法学」第₂₈巻第 ₁号・平成₁₇年・₂₆₂頁）

50　瀧本駒太郎　「事務所」広島区猫屋町第₁₀番邸寄留（「広島始審裁判所」明治

₁₉・ ₂ ・₂₇），島根県石見国那賀郡紺屋町₄₅番第 ₃屋敷寄留（「松江始審裁判所浜田

支庁」明治₁₉・₁₀・₂₇），那賀郡浜田町大字浅井（「浜田治安裁判所」明治₂₃・ ₃ ・

₃₁），松山市大字 ₂番町「電話」松山₃₁₅（「名簿」大正 ₇年）

文久元年 ₉ 月₁₀日生（「法曹界人物事典」Ⅰ），和歌山・平民（「広島始審裁判

所」明治₁₉・ ₂・₂₇）→島根那賀郡浜田町・平民（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年）

→愛媛・平民（「官報」大正 ₅・₁₂・ ₉ ）→和歌山・平民（「名簿」大正 ₇年），

明治₁₅年 ₁月代言人・大阪免許（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₁₉年 ₅

月代言人・広島（「芸備日報」明治₁₉・ ₅・₁₂），明治₁₉年 ₈ 月現在・代言人・

浜田（「浜田治安裁判所」明治₁₉・ ₈・₃₀），明治₂₀年 ₄ 月現在・代言人・浜田

（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₂₁年₁₂月現在・浜田代言人組合会長

（「官報」明治₂₂・ ₃ ・₂₂），明治₂₂年 ₆ 月現在・浜田代言人組合会長（「官報」

明治₂₂・₁₀・ ₃ ），明治₂₃年 ₆ 月現在・浜田代言人組合会長（「官報」明治₂₃・

₈ ・₂₂），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・松江（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），明治₂₇

年 ₉ 月登録取消（「官報」明治₂₇・ ₉ ・₁₂），明治₂₇年 ₈ 月西郷区裁判所判事
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（「官報」明治₂₇・ ₈ ・₂₉～₃₀），明治₂₉年₁₀月岩国区裁判所判事（「官報」明治

₂₉・₁₀・₁₄），明治₃₁年 ₆ 月柳井津区裁判所判事（「官報」明治₃₁・ ₆・₃₀），明

治₃₂年 ₃ 月竹原区裁判所判事（「官報」明治₃₂・ ₃ ・ ₈ ），明治₃₃年 ₆ 月広島

区裁判所判事（「官報」明治₃₃・ ₆ ・₁₉），明治₃₄年 ₇ 月広島地方裁判所判事

（「官報」明治₃₄・ ₇ ・₂₃），明治₃₅年 ₄ 月浜田区裁判所判事・予審掛（「官報」

明治₃₅・ ₄・₂₄），明治₃₆年 ₁ 月浜田区裁判所判事・予審掛（「官報」明治₃₆・

₁・ ₄ ），明治₃₇年 ₁ 月浜田区裁判所判事・予審掛（「官報」明治₃₇・ ₁・ ₄ ），

明治₃₈年 ₁ 月浜田区裁判所判事・予審掛（「官報」明治₃₈・ ₁ ・ ₄ ），明治₃₉

年 ₁ 月浜田区裁判所判事・予審掛（「官報」明治₃₉・ ₁ ・ ₄ ），明治₃₉年₁₂月

宇和島区裁判所判事・予審掛（「官報」明治₃₉・₁₂・₂₆），明治₄₀年 ₁ 月宇和

島区裁判所判事・予審掛（「官報」明治₄₀・ ₁ ・ ₄ ），明治₄₁年 ₁ 月宇和島区

裁判所判事・予審掛（「官報」明治₄₁・ ₁ ・ ₄ ），明治₄₁年 ₆ 月松山区裁判所

監督判事（「官報」明治₄₁・ ₆・ ₆ ），明治₄₅年 ₅月兼松山地方裁判所判事（「官

報」明治₄₅・ ₅・₂₉），大正 ₂年 ₅月松山地方裁判所部長（「官報」大正 ₂・ ₅・

₃₀），大正 ₅年₁₁月退職（「官報」大正₅・₁₁・₁₆），大正 ₅年₁₂月弁護士登録・

松山（「官報」大正 ₅・₁₂・ ₉ ），大正₁₁年 ₄ 月松山弁護士会長（「愛媛弁護士会

百年史」平成 ₈年・₅₁₂頁），大正₁₁年₁₂月 ₈ 日退会「愛媛弁護士会百年史」平成

₈年・₄₉₄頁）

「文献」「法曹界人物事典」Ⅰ・₅₈₁頁

51　安倍萬太郎　　　　「弁護士名簿」₀₆・参照

52　野平穰　「事務所」東京府神田区美土代町 ₂丁目 ₁ 番地寄留（「東京控訴裁判

所」明治₁₅・₁₂・₁₃），千葉県安房国安房郡新宿町₁₉番地寄留（「千葉始審裁判所木

更津支庁」明治₁₈・₁₂・₂₈），広島区鳥屋町 ₆番地逆旅泉屋周助方（「芸備日報」明

治₁₉・ ₅・₂₉），広島区猿楽町₁₇₂番広島名法館（「芸備日報」明治₁₉・ ₆・ ₂ ，明治

₁₉・ ₇・₂₄），大阪府北区常安町₂₉番地寄留（「大阪控訴院」明治₂₀・₁₁・₁₁），北区

常安町₇₄番地寄留（「中之島治安裁判所」明治₂₁・₁₁・₂₉），東区伏見町 ₅丁目₆₇番

屋敷寄留（「大阪控訴院」明治₂₄・ ₄ ・₃₀），東区谷町 ₁丁目₁₅₇番屋敷（「名簿」明

治₃₂年），北区曽根崎中 ₁丁目₁₀₁₃番屋敷（「名簿」明治₃₃年），「電話」東₁₅₆（「名
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簿」明治₃₇年）

安政 ₄年₁₁月₂₅日生（「近畿名士偉行伝」第 ₄編・明治₂₇年），広島高宮郡下町屋

村・平民（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），…明治 ₆年安芸郡小河原村至誠館

（小学校）教師（「近畿名士偉行伝」明治₂₇年），明治 ₉年₁₀月広島県師範学校下

等課卒業（「広島県師範学校一覧」大正 ₇年・₅₂頁），明治₁₀年高田郡吉田小学

校教員，明治₁₁年 ₅ 月神戸税関監吏補，…明治₁₄年扶桑烈士政談演説会を

組織するも不認可（以上，「近畿名士偉行伝」明治₂₇年）…，明治₁₆年 ₇ 月代

言人・東京免許（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₁₉年 ₅月代言人・広島

広島詞訟鑑定社「広島明法館」代言人（「芸備日報」明治₁₉・ ₆ ・ ₂ ），明治₁₉年

₇ 月広島控訴院判決立会検事北川精一に対する刑法第₁₄₁条官吏侮辱罪重禁錮 ₁

月・罰金 ₅円明治₂₀年 ₄ 月₂₁日・再上告審で上告棄却（「広島法律学校沿革誌」平

成₁₇年），明治₂₀年 ₇ 月代言人・大阪（「芸備日報」明治₂₀・ ₇ ・₁₂，明治₂₀・

₇ ・₁₉），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・大阪（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₂ ），明治₂₇

年 ₃ 月衆議院議員弥生倶楽部（自由党）（「衆議院議員名鑑」平成 ₂年），明治₄₄

年 ₈ 月₂₁日死亡（「官報」明治₄₄・ ₈ ・₃₀）

　「片々たる評伝」明治₁₉年大阪に移り，且らく政界の運動を輟めて，専心

法律事務に従ふ，但だ当初は四壁懸罄門前雀羅，居ること期年にして漸く

信任を得，且戦へば必ず勝ち攻れば必ず取る，其功績の非凡なるに伴ひ，

勢力亦大に加はり，明治廿六年第六議会の解散さるゝや，候補の赤幟を広

島県第三区に樹て，競争者金尾陵巖氏を打亡して，優に代議士に当撰した

り，然れども未だ満腹の経綸を吐くに至らずして，再び解散の命あり，是

に於て復た法律門に拠て蹲踞す，殊に生来錙銖の利を算するに意なく，担

当事件の如きも曾て報酬の多寡を論ぜず，乃ち万金を以て之に臨むも勝算

なき事件は断固として謝絶するに躊躇せず，是れ君の特質なり，而して君

の特質，君の天性は既に已に裁判所部内の知る所たり，故に一句一言は毎

に法官の同情を惹かざる莫し，其訴訟の百発百中未だ正鵠を誤らざる者，

亦た宜ならず哉，十数年前君尚ほ東京組合に在るの際，已に代言人評判記

の巻中三十一名家の一に計へらる，今日の地位に至りしは，豈に敢て偶然
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ならんや，而も当時，関西訴訟者間に於いて，万口一声の公評あり，曰く

野平先生の鑑定は確定判決の如しと，盛なる哉此一句は君の為めに特筆大

書すべき名誉の月桂冠たり，知らず這般の最大名誉を担ひたる弁護士は果

して何人ぞ，野平君乃ち是なり。君至誠活発英邁にして誠実義烈，而して

其磊々落々たる神心は光風霽月も其清きを失ひ，実に天真の玲瓏掬すべき

ものあり，一見尊大不遜の容貌あるも，人と交るに城塁を設けず，叮嚀懇

篤，而かも貴賤老幼貧富に依て其言行を改めず，行ひに軽剽浮薄の所為無

く，事に不信不実の措動なく，真に赤心赤誠言行一致君子の気概あり（「明

治弁護士列伝」明治₃₁年）。

「文献」足立重吉『代言人評判記』（秩山堂・₁₉₈₃年 ₉ 月・₅₉頁），三田六太郎『大阪

組合代言人公評録』（探穴堂・₁₈₈₇年₁₀月・₂₃頁），小原吉之助・市川萬太郎『新撰

衆議院議員列伝』（静法堂・₁₈₉₄年 ₅ 月・₁₀₂頁），木村銀次郎編『近畿名士偉行伝』

第 ₄編（光世館・₁₈₉₄年 ₇ 月・ ₇頁），大藤陽次郎『浪華状師月旦』第 ₁編（大藤陽

次郎・₁₈₉₆年₁₁月・₂₈頁），東惠仁『明治弁護士列伝』（周弘社・₁₈₉₈年 ₉月・₈₅頁），

越山茂太郎『近畿弁護士評伝』（潜龍館・₁₉₀₀年₁₂月・₂₂₃頁），「現今人名辞典」第

₃版・明治₃₆年・の₁₇頁，「法曹界の奇人野平穰氏逝く」（「中国新聞」明治₄₄・ ₈・

₂₄），「衆議院議員名鑑」平成 ₂年・₄₉₂頁，増田修「広島法律学校沿革誌」（「修道法

学」平成₁₇年・₂₆₅頁），「代言人事典」平成₂₈年・₂₄₃頁

53　岡崎仁三郎　　　　「弁護士名簿」₁₁・参照

54　高野一歩　　　　　「弁護士名簿」₀₇・参照

55　天野確郎　　　　　「弁護士名簿」₀₂・参照

56　栗原茂之　　　　　「弁護士名簿」₂₉・参照

　明治₂₁年～₂₂年

57　森田卓爾（旧姓，平田）　「弁護士名簿」₀₃・参照

58　藤本直治郞　「事務所」広島市大手町 ₃丁目岡崎仁三郎代言事務所（「芸備日

日」明治₂₃・ ₁ ・₁₄），赤間関市田中町₂₀₇番地（「名簿」明治₃₂年），「電話」₂₅₈

（「名簿」明治₃₇年），下関市田中町「電話」下関₂₅₈（「名簿」昭和₁₁年）。（注）赤間
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関市は，明治₃₅年 ₆ 月下関市と改名。

慶応 ₃年 ₉月 ₃日生（「下関市史」市制施行以後・昭和₃₃年），大阪・平民（「官

報」明治₂₆・ ₆・ ₉ ），明治₂₂年₁₂月代言人試験及第（「官報」明治₂₂・₁₂・₂₈），

明治₂₃年 ₁ 月代言人・広島免許岡崎仁三郎代言事務所で執務（「日本弁護士史」

大正 ₃年，「芸備日日」明治₂₃・ ₁ ・₁₄），…明治₂₃年 ₇ 月英吉利法律学校校友

推薦（「東京法学院院友会会員名簿」明治₂₉年 ₆ 月・₁₀₉頁）…，明治₂₆年 ₅ 月弁

護士登録・山口（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），明治₃₇年 ₅ 月下関市会議員（「下

関市史」市制施行以後・昭和₃₃年），明治₄₀年 ₅月下関市会議長・ ₂回当選（「下

関市史」市制施行以後・昭和₃₃年），大正₁₄年 ₄ 月山口弁護士会長（「名簿」大

正₁₄年），昭和₁₁年₁₀月₃₁日死亡（「下関市史」市制施行以後・昭和₃₃年），昭和

₁₁年₁₁月₁₆日登録取消・死亡（「官報」昭和₁₁・₁₂・₁₉）

　「片々たる評伝」藤本直治郞は，山口県下弁護士会で重きをなし，下関市

議会の議場整理については三井忠蔵以来の名議長であったし，市政の上で

は超党派的態度を持していたという（「下関市史」市制施行以後・昭和₃₃年）。

「文献」『下関市史』市制施行以後（₁₉₅₈年 ₃ 月・₁₅₃～₁₅₆頁）

　明治₂₃年

59　藤井公道　　　　　「弁護士名簿」₁₉・参照

60　高橋嘉一郎　　　　「弁護士名簿」₁₂・参照

61　富島豐太郎　　　　「弁護士名簿」₁₅・参照

62　平本希一郎　　　　「弁護士名簿」₀₅・参照

　明治₂₄年

63　小川浩行　　　　　「弁護士名簿」₂₃・参照

　明治₂₅年

64　横山金太郎　　　　「弁護士名簿」₁₄・参照

65　大西虎造　　　　　「弁護士名簿」₂₁・参照
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66　藤井乾助　　　　　「弁護士名簿」₂₀・参照

67　谷音助（旧姓，井上）「弁護士名簿」₃₁・参照

　明治₂₆年 ₁ 月～ ₄月末

68　大芝榮廣　　　　　「弁護士名簿」₁₈・参照

69　土屋達太郎　　　　「弁護士名簿」₁₀・参照

70　高橋榮之助　　　　「弁護士名簿」₃₀・参照

第 ₄　弁 護 士 名 簿

（1）明　治　編

　明治₂₆年 ₅ 月以降

01　岡謙藏 「事務所」広島研屋町（「広島県裁判所」明治₁₀・ ₄ ・₂₆），広島研屋

町南方舎（「広島新聞」明治₁₁・ ₃ ・ ₈ ），広島区鉄砲屋町₅₂₆番屋敷（「大阪上等裁

判所」明治₁₄・ ₃・₂₈），広島区中町₆₅₉番邸（「広島控訴裁判所」明治₁₅・ ₃・₂₂），

広島区鉄砲屋町₆₄番邸（「広島始審裁判所」明治₁₉・₁₀・₂₇），広島区新川場町 ₃番

邸（「広島始審裁判所」明治₂₀・₁₂・₁₈，明治₂₂・ ₄ ・₁₉），広島市新川場町₆₃番邸

（「名簿」明治₃₂年）

天保 ₆年生（「帝国議会議員候補者列伝」明治₂₃年），広島・平民，明治 ₉年₁₂

月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₂₁年 ₂ 月広

島県会議員・ ₃回当選（「広島県議会史」第 ₅ 巻・昭和₃₉年），明治₂₅年 ₆ 月広

島市議会議員・ ₂回当選（「新修広島市史」第 ₇ 巻・昭和₃₅年），明治₂₆年 ₅ 月

弁護士登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），明治₂₉年 ₁ 月広島市議会議長

（「新修広島市史」第 ₇巻・昭和₃₅年），明治₂₉年 ₃月名誉職市参事会員・ ₃回当

選（「新修広島市史」第 ₇ 巻・昭和₃₅年），明治₃₇年 ₄ 月₁₆日登録取消・死亡

（「官報」明治₃₇・ ₄ ・₂₃）

　「片々たる評伝」邦内千有余ノ代言人中チョン髷ヲ頂クモノハ，岡謙藏君

ヲ措テ他ニ之レアラザルベシ，君曰ク史ヲ案ズルニ男女髪ヲ結バシムト云

ヘルコトアルモ，曾テ髪ヲ散セシムト云ヘルコトアラズ，曩日政府ハ散髪
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ノ諭告ヲ発スルモ，是レ唯一ノ諭告ニ止マリテ，法律ノ如ク権制的ノ力ア

ルモノニアラザレバ，之ニ従フト否トハ各自ノ自由ナリ，余ハ歴史上ノ思

考ヨリシテ，結髪ノ利ナルヲ信ズ，故ニ今更メテ散髪スルヲ欲セズト，而

シテ君常ニ「フロックコート」ヲ着ス，人其故ヲ問ヘバ，君之レニ答テ曰

ク，「フロックコート」ハ素ト日本ノ礼服ナリ，故ニ吾之レヲ服スルナリ，

況ンヤ政府令ヲ発シ「フロックコート」ヲ以テ礼服ト定メタルニ於テオヤ

ト，余輩今敢テ君ノ言行ニ関シテ是非ノ批評ヲ下スヲ要セズ，而シテ尚ホ

之ヲ記スルハ他ナシ，君ノ性質ヲ示スノ一端ト為サンカ為メノミ，豈ニ他

意アランヤ，君夙ニ志ヲ公共ノ事ニ注ギ，先年虎烈刺病ノ猖獗ヲ極メシ時

ノ如キハ，身ヲ抛テ其撲滅ニ奔走シ，時ノ令伊ヨリ賞杯ヲ下給セラレタリ，

現今日本赤十字社広島支部常議員，大日本私立衛生会広島支部議員，神道

広島分局顧問，大日本風俗改良会員，広島用水会社発起人，広島県議会支

部常置委員タリ（「帝国議会議員候補者列伝」明治₂₇年）。

「文献」岡謙藏編『赤穂義士事蹟』（九春堂・₁₈₈₇年 ₅ 月），高橋忠治郎編『帝国議会

議員候補者列伝』（庚寅社・₁₈₉₀年 ₄ 月・₂₇₈頁），「新修広島市史」第 ₇巻・昭和₃₅

年・₅₅₂頁

02　天野確郎（明治₄₂～₄₃年頃改名，確郎→禔鄕）「事務所」島根県出雲国意宇郡

魚町（「広島控訴裁判所」明治₁₇・ ₇・ ₄ ），広島区小町 ₈番邸寄留（「広島控訴裁判

所」明治₁₉・ ₃・₃₁），広島市小町 ₄番邸寄留（「広島始審裁判所」明治₂₂・ ₄・₂₂），

広島市小町₆₅番邸（「芸備日日」明治₂₄・₁₂・₂₂），東京市芝区明船町₁₉番地（「名

簿」明治₃₂年），麹町区富士見町 ₄丁目 ₇番地（「名簿」明治₃₅年），小石川区久堅町

₇₄番地青山方（「名簿」明治₄₃年），大阪市北区曾根崎上 ₃丁目₁₆₁番地（「名簿」大

正元年），「電話」東₂₈₄₂（「名簿」大正 ₂年），「電話」東₂₈₂₉（「名簿」大正 ₃年），

「電話」北₈₂₉（「名簿」大正 ₅年），「電話」北₁₈₇₅（「名簿」大正 ₇年），北区梅ヶ枝

町₂₇（「名簿」大正₁₃年），天王寺区石ヶ辻町₈₁「電話」南₁₉₇₅（「名簿」昭和 ₅年～

昭和 ₇年）

万延元年 ₃月₂₂日生（「現今人名辞典」第 ₃版・明治₃₆年），島根松江・平民，

明治₁₆年 ₇ 月代言人・松江免許（以上，「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治
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₁₉年 ₅ 月現在・代言人・広島（「芸備日報」明治₁₉・ ₅・₁₂），明治₂₂年 ₁ 月政

治結社済民社結成・幹事（「芸備日日」明治₂₂・ ₁・₂₉），明治₂₃年 ₄ 月広島代

言人組合副会長（「芸備日日」明治₂₃・ ₄・₂₉），明治₂₄年 ₄月広島代言人組合

副会長（「芸備日日」明治₂₄・ ₄ ・₂₈），明治₂₅年 ₄ 月広島代言人組合副会長

（「芸備日日」明治₂₅・ ₄ ・₂₀），明治₂₅年 ₆ 月広島市議会議員（「概説広島市議

会史」昭和₅₁年），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），

明治₂₇年 ₅月広島弁護士会長（「芸備日日」明治₂₇・ ₅・₂₉），明治₂₈年 ₈月広

島市参事会員（「新修広島市史」第 ₇巻・昭和₃₅年），明治₂₉年₁₂月広島控訴院

懲戒裁判・免訴（「広島弁護士会沿革誌」明治編続・平成₂₁年），明治₃₀年 ₈ 月

登録取消（「官報」明治₃₀・ ₈・₃₁），明治₃₀年 ₈月台北県頂雙溪弁務署長（「官

報」明治₃₀・₁₀・ ₁ ），明治₃₁年 ₆ 月非職（「官報」明治₃₁・ ₆・₂₁），明治₃₂年

₂ 月依願免本官（「官報」明治₃₂・ ₂ ・₂₁），明治₃₂年 ₅ 月弁護士登録・東京

（「官報」明治₃₂・ ₅・₂₄），…明治₃₂年から越後石油鉱区購求・大東石油（株）

創立に尽力（「現今人名辞典」第 ₃版・明治₃₆年）…，明治₃₇年 ₇ 月登録取消

（「官報」明治₃₇・ ₇・ ₆ ），…明治₄₂年 ₆月弁護士登録・東京（「官報」明治₄₂・

₆ ・ ₈ ），明治₄₅年 ₆ 月登録換・大阪（「官報」明治₄₅・ ₆ ・₁₂），昭和 ₈年 ₆

月₂₇日登録取消・死亡（「官報」昭和 ₈・ ₇・₂₅）

　「片々たる評伝」君は雲州松江の人，家世々医を業とし，父文庵氏斯業を

以て名あり。君幼より医業を厭ひ，治国安民を以て任とし，明治十二年東

京に遊学し，翌年司法省学校生となり，明治十六年代言人となり爾来広島

に其業務を開始し，屡々代言人副会長弁護士会長等に推され，又市会議員

市参事会員等に就任す，曾て同志者と広島法律学校を組織し学生の誘掖に

力む，業成る者多し。明治二十年済民社と称する政社を組織し，自由主義

を鼓吹す，是れ広島県下に於ける自由党の淵源なり，爾後大同団結に加盟

し，非条約改正に奔走し，更に自由党に加盟し，広島県自由党の牛耳を執

り，屡々代議士の候補に推されしも辞して応ぜず。又広島新聞（自由党機

関）を起し倒れて又起す，前後三回君之が為めに資産を蕩尽す。明治卅年

八月台北県弁務署長となり従七位に叙せらる。翌年憲政内閣の創立に際し，



修道法学　43巻　 1号

（　 ）276276

官を辞して上京し，中国倶楽部の幹事及び委員として常務に奔走し，又中

国の燈と称する雑誌を発刊して党勢の拡張に力め，再弁護士となり東京に

事務所を設置す。卅三年感ずる所あり憲政党を去って，国民同盟会に加入

す，又卅二年より越後に於て石油事業を起さんことを企て，許多の石油鉱

区を購求し，現今大東石油株式会社の創立に尽力しつゝあり（「日本現今人

名辞典」明治₃₆年）。

「文献」「現今人名辞典」第 ₃ 版・明治₃₆年・あ₂₇頁，「末廣重恭演説・天野確郎筆

記」（『国民急務大同団結之理由』，串本康三発行・₁₈₈₉年 ₅月），「広島弁護士会沿革

誌」明治編続・平成₂₁年・₂₇₄頁・₂₈₃頁

03　森田卓爾（旧姓，平田）「事務所」東京府日本橋区西河岸町₁₇番地寄留（「東

京控訴院」明治₂₁・ ₁・₃₁），広島区研屋町₁₂番屋敷（「芸備日報」明治₂₁・ ₉・ ₁ ），

広島区水主町₁₄番次 ₂番邸（「芸備日報」明治₂₂・ ₁・ ₈ ），広島市小町₇₆番邸（「広

島治安裁判所」明治₂₃・ ₉ ・₂₇），広島市下中町₆₆番次新 ₁番邸（師範学校向ヒ側）

（「芸備日日」明治₂₄・ ₈ ・ ₉ ），広島市字三川町₇₇番邸（「芸備日日」明治₂₅・ ₄ ・

₂₁），広島市小町₆₅番邸（「名簿」明治₃₂年～大正₁₅年），「電話」₅₅₅（「名簿」明治

₃₇年）

慶応 ₂年 ₂月₂₁日生（「人事興信録」第 ₃版），広島高田郡根野村・平民（「官報」

明治₂₀・ ₉・₃₀），明治₁₈年 ₇月東京専門学校卒業（「人事興信録」第 ₃版），明

治₂₀年 ₉月代言人試験及第（「官報」明治₂₀・ ₉・₃₀），明治₂₀年₁₁月代言人・

東京免許（「日本弁護士史」大正 ₃年），明治₂₁年 ₈ 月代言人・広島（「芸備日

日」明治₂₁・ ₉ ・ ₁ ），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆ ・

₉ ），明治₂₈年 ₄ 月広島弁護士会副会長（「芸備日日」明治₂₈・ ₄ ・₂₄），明治

₂₉年 ₄ 月広島弁護士会副会長（「芸備日日」「中国新聞」明治₂₉・ ₄・₂₈），明治

₃₀年 ₄月広島弁護士会副会長（「芸備日日」明治₃₀・ ₄・₂₇），明治₃₁年 ₄月広

島弁護士会長（「芸備日日」明治₃₁・ ₄・₂₆），明治₃₂年 ₄月広島弁護士会副会

長（「芸備日日」明治₃₂・ ₄ ・₂₅），明治₃₃年 ₄ 月広島弁護士会長（「中国新聞」

明治₃₃・ ₄・₂₈），明治₃₄年 ₄月広島弁護士会長（「芸備日日」明治₃₄・ ₄・₃₀），

明治₃₅年 ₁月広島控訴院懲戒裁判判決過失による双方代理譴責田上諸藏・高田
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似壠共同被告（「官報」明治₃₅・ ₁・ ₈ ），明治₃₅年 ₈ 月衆議院議員憲政本党・ ₃

回当選（「衆議院議員名鑑」平成 ₂年），明治₄₁年 ₁ 月広島弁護士会長（「中国新

聞」明治₄₀・₁₂・₂₂），明治₄₃年 ₁ 月広島弁護士会長（中国法律新報」明治₄₃・

₁ ・ ₁ ），明治₄₃年₁₀月広島市参事会員（「新修広島市史」第 ₇巻・昭和₃₅年），

大正 ₂年 ₉月広島弁護士会長（「芸備日日」大正 ₂・ ₉・₂₂），大正 ₉年₁₂月広

島弁護士会長高田似壠辞任の補欠選挙（「芸備日日」大正 ₉・₁₂・ ₈ ），大正₁₁年

₄月広島弁護士会長（「芸備日日」大正₁₁・ ₄・ ₁ ），大正₁₅年 ₄月広島弁護士

会長（「芸備日日」大正₁₅・ ₄ ・₂₀），昭和 ₃年 ₄月₁₃日死亡（「芸備日日」昭和

₃・ ₄・₁₅），昭和 ₇年 ₅月₁₈日登録取消・死亡（「官報」昭和 ₇・ ₆・₁₄）

　「片々たる評伝」「老廷丁の眼に映った広島の弁護士（₁）代言人の其昔か

ら一流の名を保つ森田卓爾君」今でこそ弁護士，語呂のいゝやうにあらた

まったが，其の昔吾々がまだ廷丁になりたてには，代言人と，聞いたゞけ

でもドキッとなるやうな名称であった，森田卓爾君は，この代言人時代か

ら古顔である。今でも第一線に立つ弁護士としての一人にちがひはないが，

こゝ十数年前の森田君と云ったら，それこそ広島法曹界の一人者で流行る

は流行るは，烏の鳴かぬ日とてはあるが，彼が法廷に顔を見せない日とて

はない，といふ位素晴らしいものであった。人一倍よく饒舌り，よく言は

ねばならぬ重宝な「口」を有ってゐた彼は，選ばれて衆議院議員となり，

これが為三回（八ヶ年）を国民の代表となりすました。法廷に於ける彼は，

民刑何れを問はず，どこまでも真面目で熱心であるか，随って結果も必ず

酬いられることゝなる。お陰で，よく勝ちよく流行ったものだ。しかし，

流石の彼ももう老た，玲瓏の声にはさびを生じ，眼には老眼鏡が蔽はれて，

文字通りの老練家，句切に軽い咳をしながら滔々と説いて，被告人や傍聴

人をホロリとさせる処など，実に堂に入ったもの。着物とか洋服などなら，

いつの昔すたってゐるか判らないが，流石は弁護士だけに，そんなにはや

りすたりはない。宮本武蔵が両刀つかひであったやうに，民刑ござれの彼

は，今に一流として相当の成績をあげてゐる。弁護士としては，すでに骨

董ものの数に入って居るやうであるが，夫でもコノ彼れは骨董ものとして
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さびもあれば，また一つの光りもチャンと備はって居るから，まだまだ雨

後の筍式にあらはれる，今日此頃の弁護士を眼下に見下して笑って居る，

──彼はまた，広島市に於ける劇通の一人で，島村抱月の後を追うた松井

須磨子等とも親交があったとかで，何処となくカドがとれて居る。時々，

公演とか何とか云っては騒いでゐる。広島十一人座とやらの若い者等の相

談相手になって，色々世話をしたりするだけあって，気だけはなかなか若

いところがある（「芸備日日」大正₁₃・ ₃ ・₃₀）。

　「森田卓爾氏逝去」広島市小町弁護士森田卓爾氏は予て病床にあり，令息

文明氏が東京にあるので，この程上京し療養中であったが十三日夜逝去し

た，享年六十三で，氏は高田郡根野村出身，早稲田大学の前身である東京

専門学校を明治十八年卒業し，法曹界に身を投じ在野法曹の権威として知

られ，広島地方裁判所弁護士会長に推されること十数回，又政界にあって

代議士たること三回，政治家としても知られており，趣味として韵村と号

して詩を好くした，遺族は夫人は故高木龍藏氏の長女キクとの間に長男文

明（報国火災社員），次男文雄（商大出の秀才で米国大使館附書記官から目下外務

省勤務），三男文三（東京帝大法在学），四男文吾（本年広島高校卒業）あり，葬

儀は十五日午後四時東京で執行す（「芸備日日」昭和 ₃・ ₄・₁₅）。

「文献」『新選代議士列伝』（金港堂書籍・₁₉₀₂年₁₂月・₂₄₆頁），「人事興信録」初版・

明治₃₆年・₁₁₂₅頁，『新選衆議院議員列伝』（現今人名辞典発行所・₁₉₀₃年 ₅月・₃₅₅

頁），「現今人名辞典」第 ₃ 版・明治₃₆年・も₁₀頁，「人事興信録」第 ₃ 版・明治₄₄

年・も₃₅頁，「広島商工興信録」大正 ₃年・₁₇₈頁，「陪審制度民法改修の研究（₇）

僕は時機尚早論・情実裁判の弊を生まん 森田卓爾氏談」（「芸備日日」大正 ₈・₁₂・

₁₀），「広島市百二十傑伝」大正₁₀年・₁₀₂頁，「老廷丁の眼に映った広島の弁護士（₁）

代言人の其昔から一流の名を保つ森田卓爾君」（「芸備日日」大正₁₃・ ₃・₃₀），高田

守天「韵村兄を挽す」（「芸備日日」昭和 ₃・ ₄・₁₅），「先進（物故）会員を偲ぶ」

（「広島弁護士会史」昭和₆₁年・₄₉₈頁），「衆議院議員名鑑」平成 ₂年・₆₅₆頁，「広島

弁護士会沿革誌」明治編続・平成₂₁年・₂₇₄頁・₂₉₂頁

04　松山廣居 「事務所」滋賀県近江国第₁₅大区日野大窪町（「大阪上等裁判所」明
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治 ₉・ ₉・₁₂），大阪府第 ₃大区 ₂小区江戸堀北通 ₅丁目₂₇番地寄留（「大阪上等裁

判所」明治 ₉・ ₉・₂₇），大阪府北区常安町₂₅番地寄留（「大阪上等裁判所」明治₁₄・

₉・₃₀），広島区大手町 ₄丁目₁₇番邸寄留（「広島控訴裁判所」明治₁₈・ ₃・₂₇），広

島区天神町₁₃番邸寄留（「広島控訴裁判所」明治₁₈・₁₂・₁₄），広島市大手町 ₄丁目

（「広島控訴院」明治₂₇・ ₆ ・₁₈），広島市大手町 ₄丁目₃₀番邸（「名簿」明治₃₂年），

広島市大手町 ₄丁目₁₅番邸（「名簿」明治₃₅年），広島市下中町₁₇番地ノ ₄（「名簿」

明治₄₁年），「公証人役場」東京市神田区北乗物町₁₂番地（「中国法律新報」明治₄₂・

₇ ・₂₅）。（注）松山廣居は，「全国代言人姓名録」（明治₁₇年 ₄ 月・₄₀頁）では大阪

組合代言人であるが，「大阪弁護士史稿」（昭和₁₂年・₁₁₀₉頁～₁₁₁₄頁）では明治₁₇

年₁₀月現在の大阪組合代言人には登録されていない。

嘉永元年 ₆月₁₀日生（「戸籍謄本」），滋賀蒲生郡日野町・平民（「戸籍謄本」，「帝

国代言人姓名録」明治₂₀年），明治 ₉年 ₇ 月代言人・大阪免許（「帝国代言人姓

名録」明治₂₀年），明治₁₅年 ₃月代言人・広島梅田壯二と共同事務所（「中国法律

新報」明治₄₂・ ₇ ・₂₅），明治₂₀年 ₄ 月広島代言人組合副会長（「芸備日報」明

治₂₀・ ₄・₁₉），明治₂₂年 ₄月広島代言人組合副会長（「芸備日日」明治₂₂・ ₄・

₂₃），明治₂₃年 ₄ 月広島代言人組合会長（「芸備日日」明治₂₃・ ₄ ・₂₉，「官報」

明治₂₃・ ₈・₂₂），明治₂₄年 ₄月広島代言人組合会長（「芸備日日」明治₂₄・ ₄・

₂₈），明治₂₅年 ₄ 月広島代言人組合会長（「芸備日日」明治₂₅・ ₄ ・₂₀），明治

₂₆年 ₅ 月弁護士登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），明治₂₆年 ₅ 月広島弁

護士会長（「芸備日日」明治₂₆・ ₅ ・ ₂ ），明治₃₆年 ₁ 月広島弁護士会長（「呉

新報」明治₃₅・₁₂・₂₄），明治₃₉年 ₁ 月広島弁護士会長（「芸備日日」明治₃₉・

₁ ・ ₃ ），明治₄₂年 ₇ 月登録取消（「官報」明治₄₂・ ₇ ・ ₈ ），明治₄₂年 ₇ 月公

証人・東京（「官報」明治₄₂・ ₇・ ₈ ），明治₄₂年 ₉ 月₁₀日死亡（「芸備日日」明

治₄₂・ ₉ ・₁₉，「官報」明治₄₂・₁₁・ ₆ ，「公証制度沿革史」昭和₄₃年）

　「片々たる評伝」広島代言人組合は，明治₂₀年 ₃ 月，松山廣居・山中正

雄・岡崎仁三郎が創立委員となって， ₃年制の広島法律学校を設立した。

初代校長は，組合会長原田東三郎であったが，松山は明治₂₃年校長となり，

明治₂₉年 ₈ 月校長の時に廃校するまでの間，同校運営に尽くした。
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　そして，松山は，広島控訴院判事からは，「書類が能く整頓して居るから

審理が捗取る」，「青年弁護士（大芝榮廣）が師事して事務を習得するに最も

適当だ」と，評価されていた（「松山氏送別会」）。

　松山は，長女が早世したので，生まれて間もない英子（川上元四郎 ₂女）

を養女として育て，明治₄₂年 ₅月，渡邊又三郎の ₃男・省三と養子縁組し，

省三は英子と結婚した。省三は東京美術学校を卒業し，パリ留学をした

かったが，廣居が小豆相場に失敗したためパリ留学は断念し，銀座並木通

でカフェ・プランタンを経営した。省三の長男太郎は，前進座の名女形河

原崎国太郎（ ₅代目，平成 ₂年₁₀月₁₁日死亡）である。

「文献」「松山氏送別会」（「中国法律新報」第₃₁号，明治₄₂・ ₇ ・₂₅），「美術家　松

山省三君」（「芸備日日」大正₁₀・₁₂・₃₀），増田修「広島法律学校沿革誌」（「修道法

学」第₂₈巻第 ₁号・平成₁₇年・₂₆₇頁），増田修「広島代言人組合沿革誌」（「修道法

学」第₂₈巻第 ₂号・平成₁₈年・₇₆₀頁）

05　平本希一郎 「事務所」静岡県第 ₄大区 ₅小区駿河国安倍郡静岡呉服町 ₃丁目

松浦新五郎方寄留（「東京上等裁判所」明治₁₁・ ₆ ・₂₇），静岡札ノ辻町鈴木泰藏代

言事務所（明治₁₂年 ₁月「静岡県代言人・弁護士人名一覧」平成元年），有渡郡静岡

呉服町 ₃丁目寄留（明治₂₀・ ₇・₂₈「旧北山村役場文書目録」万₁-₂₉「判決謄本」・

WEB），静岡市鷹匠町 ₁丁目₂₄番地（「東京控訴院」明治₂₂・₁₁・₂₉），広島市鉄砲

屋町₆₄番屋敷（「芸備日日」明治₂₃・₁₂・ ₃ ），広島市下中町₅₃番次 ₁番地（「芸備日

日」明治₂₄・₁₂・₂₂），広島市魚屋町₄₂番邸安倍萬太郎法律事務所（「名簿」明治₃₂

年），広島市三川町甲₁₉番邸（「名簿」明治₃₃年），広島市三川町₈₀番次 ₁番邸（「芸

備日日」明治₃₃・₁₂・₁₃，「名簿」明治₃₅年），「電話」₄₃₃（「名簿」明治₄₂年），呉

市神田町「電話」呉₄₉₄（「名簿」大正 ₆年），（注）平本は，「名簿」大正 ₄年・大正

₅年に登載されていない，大正 ₇年以降も登載されていない。

広島・平民，明治₁₂年 ₁ 月代言人・静岡免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₂₃年 ₅ 月代言人・広島（「芸備日日」明治₂₃・₁₂・ ₃ ），明治₂₆

年 ₅ 月弁護士登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），明治₃₉年 ₇ 月広島控訴

院懲戒裁判判決紹介人名簿登載者から民事事件受任過料₁₀円明治₃₉年₁₀月控訴棄
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却（「官報」明治₃₉・₁₁・₂₈，「広島弁護士会沿革誌」明治編続・平成₂₁年），昭和

₇年 ₅月₁₈日登録取消・死亡（「官報」昭和 ₇・ ₆・₁₄）

　「片々たる評伝」平本希一郎は，明治₁₂年 ₁月静岡で代言免許を得て，代

言人鈴木泰藏方で代言事務を執った（「静岡県代言人・弁護士人名一覧」平成元

年）。その後，自由民権運動（大同団結運動の発生期）に関わり，「静岡県自由

民権史料集」（昭和₅₉年）に名前が見える。

　平本が，明治₂₃年 ₅月広島に帰ってきたときの広告には，「是迄東京又ハ

静岡表ニ於テ代言ニ従事致来候処今般当事務所ニ於テ取扱候事」とある

（「芸備日日」明治₂₃・₁₂・ ₃ ）。そして，間もなく「当地の弁護士平本希一郎

氏は，今度岩国に転住して其業務を執ると云ふ」という（「芸備日日」明治

₂₇・ ₇ ・₁₉）。その後，平本は，安倍萬太郎法律事務所を弁護士名簿上の事

務所としたが（「名簿」明治₃₂年 ₈ 月），明治₃₂年₁₀月には広島市三川町に事

務所を移した（「芸備日日」明治₃₂・₁₀・ ₄ ）。しかし，明治₄₂年に設置した電

話が，大正元年「名簿」以降は消えている。更に，大正 ₄ 年・大正 ₅ 年

「名簿」から平本の名前自体が消えている。大正 ₆年「名簿」では呉に法律

事務所を開いているが，これも大正 ₇年「名簿」から消えている。事実上

廃業したのであろう。

　「脱会中の老平本君の復会」大正 ₆年の広島弁護士会役員選挙では，官学

派と私学派が争ったが，官学派は福山・尾道・三次と会員を狩り集め，「脱

会中の老平本クン迄復会さして，結束を堅うする」という作戦をとり，会

長に富島暢夫（帝大卒），副会長に小野才次郎（法政大卒）を当選させた（「中

国新聞」大正 ₆・ ₄・ ₂）。

「文献」静岡県民権百年実行委員会編『静岡県自由民権史料集』（三一書房・₁₉₈₄年

₁₁月・₇₂₉頁），橋本誠一「静岡県代言人・弁護士人名一覧」（『静岡県近代史研究』，

第₂₄号・₁₉₈₉年₁₀月・₇₄頁・₇₉頁），「広島弁護士会沿革誌」明治編続・₂₇₄頁・₃₀₈

頁

06　安倍萬太郎 「事務所」東京府神田区淡路町 ₁丁目 ₁番地大岡育造方寄留（「東

京始審裁判所」明治₁₆・₁₀・事件番号₁₅₉₀号），広島区中町₃₇番邸（「芸備日報」明
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治₁₉・ ₅ ・ ₆ ），広島区堀川町₁₄₈番邸寄留（「広島控訴院」明治₁₉・₁₂・₂₈），広島

区堀川町₃₄番邸寄留（「広島控訴院」明治₂₀・ ₅・₂₄），広島区西魚屋町₄₂番邸（「広

島控訴院」明治₂₁・ ₆ ・ ₅ ，「名簿」明治₃₃年）

大分・平民（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₁₆年₁₀月司法省法学校速成

科入学第 ₃期（「司法省法学校小史」昭和₆₃年），明治₁₈年 ₈ 月代言人・東京免

許（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₁₉年 ₅月代言人・広島詞訟鑑定社「東

京審理社広島支社」代言人（「芸備日報」明治₁₉・ ₅・ ₆ ），明治₂₆年 ₅ 月弁護士

登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆・ ₉ ），明治₂₆年 ₅月広島弁護士会副会長（「芸

備日日」明治₂₆・ ₅ ・ ₂ ）・明治₂₇年 ₅ 月広島弁護士会副会長（「芸備日日」明

治₂₇・ ₅ ・₂₉），明治₂₈年 ₄ 月広島弁護士会長（「芸備日日」明治₂₈・ ₄ ・₂₄），

明治₃₃年 ₉ 月登録取消（「官報」明治₃₃・ ₉ ・₁₂），明治₃₃年 ₈ 月大分地方裁

判所判事（「官報」明治₃₃・ ₈・₃₀～₃₁），明治₃₃年₁₁月₁₂日死亡（「官報」明治

₃₃・₁₁・₂₉）

　「片々たる評伝」「安倍萬太郎氏の帰郷」久しく当地に在りて弁護士の業

務を執り居たる安倍萬太郎氏は，近来兎角身体健康ならず，従て業務意の

如く執る能はざるより，今回弁護士の業を廃し，郷里に帰臥することとて

帰県の途につけり（「中国新聞」明治₃₂・ ₉ ・ ₁ ）。

　「死亡広告」（「芸備日日」明治₃₃・₁₁・₁₄，「中国新聞」明治₃₃・₁₁・₁₅）

　父安倍萬太郎儀病気ノ処療養不相叶本日午前五時死去致候此段生前辱知

諸君ヘ謹告ス　十一月十一日　大分県宇佐郡豊川村　男 安倍逸郞，友

人 緒方剛二，親戚一同

「文献」「司法省法学校小史」（「明治法学教育史の研究」手塚豊著作集第 ₉巻・昭和

₆₃年・₁₂₆頁）

07　高野一歩 「事務所」広島区大手町 ₅ 丁目寄留（「広島始審裁判所」明治₁₆・

₁₁・₃₀），広島区下中町₅₀番邸（「広島治安裁判所」明治₁₇・₁₁・₁₇），広島区油屋町

₉番邸寄留（「広島控訴院」明治₂₁・ ₇・₃₁），広島区鉄砲屋町₁₁₂番地（「芸備日日」

明治₂₂・ ₁ ・₂₃，明治₂₆・ ₅ ・ ₃ ），広島市堀川町 ₃番邸（「名簿」明治₃₂年～昭和

₁₀年），「電話」₄₅₁（「名簿」明治₃₇年），「電話」 ₂（「名簿」明治₃₉年～昭和₁₀年）
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万延元年₁₂月 ₅日生（「広島市百二十傑伝」大正₁₀年），広島広島藩士上田邸内・

平民（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年，「広島県紳士録」昭和 ₈年），明治₁₅年 ₇月

明治法律学校卒業（「広島県紳士録」昭和 ₈年），明治₁₅年 ₇ 月代言人・東京

免許（「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治₁₉年 ₅月代言人・広島（「芸備日報」

明治₁₉・ ₅ ・₁₂），明治₂₅年 ₆ 月広島市議会議員（「概説広島市議会史」昭和₅₁

年），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），明治₂₇年 ₃

月広島県会議員・ ₄回当選（「広島県議会史」第 ₂ 巻・昭和₃₅年），明治₃₀年 ₁

月広島市議会副議長（「概説広島市議会史」昭和₅₁年），明治₃₀年 ₄月広島弁護

士会長（「芸備日日」明治₃₀・ ₄ ・₂₇），明治₃₂年₁₀月広島県議会副議長（「広

島県議会史」第 ₆巻・昭和₄₀年），明治₃₃年 ₄ 月広島弁護士会副会長（「中国新

聞」明治₃₃・ ₄・₂₈），明治₃₃年₁₁月広島市参事会員（「新修広島市史」第 ₇巻・

昭和₃₅年），明治₃₆年₁₀月広島県参事会員（「広島県会沿革誌」大正 ₂年），明治

₃₇年 ₁月広島弁護士会副会長（「芸備日日」明治₃₆・₁₂・₂₂），明治₃₉年 ₁月広

島弁護士会副会長（「芸備日日」明治₃₉・ ₁・ ₃ ），明治₄₅年 ₄月広島弁護士会

長（「芸備日日」明治₄₅・ ₅・ ₁ ），昭和₁₁年 ₁月₃₁日死亡（「芸備日日」昭和₁₁・

₂ ・ ₂ ），昭和₁₁年 ₂ 月 ₃ 日登録取消・死亡（「官報」昭和₁₁・ ₂ ・₁₅）

　「片々たる評伝」「老廷丁の眼に映った広島の弁護士（₂）昔は一流の人今

は気楽な高野一歩君」骨董屋がつけまとふやうな古代模様入りの，ベラ棒

に長い法服を引き擦りながら，時々思ひ出したやうに顔を見せるのが，新

天地土地会社の重役兼弁護士の高野一歩その人である──。君は，苦学力

行の結果，今日の地位を為したもので，立志伝中，指を屈するに足る人物

の一人だ。広島法曹界の元老森田卓爾君と共に代言人時代から錚々の名を

馳た第一線の弁護士で，県会副議長，市会議員などゝ例に依って随分「口」

を酷使したものだ。

　しかし，年を経れば如何せん，いつしか其頭には霜がかゝり，それにま

た研ぎがかゝって，過し日の艶聞は何処へやらと，今はたゞ僅に其俤を

とゞめるのみである。法廷に於ける彼は，別に取りとめてどうといふ特長

は有しないが，光沢を発する頭だけにその組織は至って緻密で，計算事件
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すなはち会社銀行関係で妙を得たものだ。刃物三昧の血腥い事件や，また

肩の凝るやうな痴情関係事件は，艶聞を安売りにした彼其ものに似ず，不

得手とあるから，「ひとは見かけに依らぬもの」といふ語に初めて価値があ

るわけである。

　弁護士といふ堂々たる表看板を掲げて，高壮な邸宅を構へてゐる以上，

法服を着て法廷に顔を出さねば……といふであらうが，それが其の苦学力

行で地位を固めた君だけにチャンと先を見てあるものを蔵って居るから，

ナンぼ財界が不況だらうが，また世の中が不景気だらうが，腹の裡が気楽

である。第一線に立った時代にタンと貯め込んで，それで資本家になって

広島の歓楽境新天地を背負ひ込んで，さんざめく弦声鼓揺のうちに日をす

ごして居れば，成る程四角四面な法廷なんどで，神代そっくりのまつりご

とをやるのはイヤであらうと思はれる（「芸備日日」大正₁₃・ ₄ ・ ₁ ）。

　「歓楽街新天地の創設者」高野一歩は，立ち腐れになっていた広島中央勧

商場を中心に一大娯楽場を創設すべく，大正 ₉年 ₃月，大阪方面から株式

を募り広島興業土地建物株式会社を設立し（大正₁₀年 ₁月広島土地建物株式会

社と変更），広島市を代表する盛り場「新天地」を建設した。当初の社長は，

大阪楽天地の役員で帝国キネマの社長山川吉太郎であったように，新天地

は大阪楽天地の流れを汲んでいる。高野は副社長となり，役員₁₄名中₁₁名

は広島県人であった。昭和 ₄年山川は代表取締役を退任し，高野が社長と

なり，新天地は周辺の堀川町・下流川町を含めて広島一の繁華街となった。

新天地地区は，戦後復興計画により土地区画整理が行われて解体されたが，

盛り場としての影響は周辺の「流川」地区に残っている。広島土地建物株

式会社は，昭和₂₅年 ₅ 月大阪市北区の関西興業株式会社へ合併し解散した

（「会社閉鎖登記簿謄本」）。

「文献」「現今人名辞典」第 ₃ 版・明治₃₆年・た₃₆頁，「広島市百二十傑伝」大正₁₀

年・₉₃頁，「広島県人物評伝」大正₁₂年・₃₂₀頁，「老廷丁の眼に映った広島の弁護士

（₂）昔は一流の人今は気楽な高野一歩君」（「芸備日日」大正₁₃・ ₄ ・ ₁ ），「一日一

人　高野一歩氏・弁護士，広島土地建物株式会社々長，絵画彫刻をよくす」（「芸備
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日日」大正₁₅・ ₉ ・ ₂ ），「巨人新人　斯界の元老高野一歩さん」（「中国新聞」大正

₁₅・ ₂・₂₀～₂₁・₂₃，後に「巨人新人」昭和 ₃年・₃₂₈頁に収録），「広島県誌」昭和

₇年・₈₅₄頁，「広島県紳士録」昭和 ₈年・₇₀頁，多賀谷麻美・杉本俊多「近代広島

における盛り場「新天地」地区の都市形成・変容に関する研究」（『日本建築学会計

画系論文集』第₆₂₀号，₂₀₀₇年₁₀月）

08　香川齋 「事務所」広島県高田郡佐々井村当時広島猿楽町大内トヨ方寄留（「広

島県裁判所」明治₁₀・ ₅ ・事件番号₁₂₄₉号），広島区新川場町₁₁₇₇番屋敷（「広島始

審裁判所」明治₁₅・ ₅・₂₂），広島区尾道町₄₉番邸（「広島始審裁判所」明治₁₈・ ₅・

₃₀），広島市字小町₁₂₂番邸（「広島治安裁判所」明治₂₀・ ₃ ・₃₁），広島市大手町 ₇

丁目₃₂番邸尾道町下ル広島法律学校隣（「芸備日日」明治₂₆・₁₀・₁₅），広島市下中

町₅₉番邸（「名簿」明治₃₂年），広島市三川町₈₄番邸益岡儀助方（「名簿」明治₃₃年～

₃₅年）

広島・平民，明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明

治₂₀年），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），明治₃₆

年 ₄ 月₂₀日登録取消・死亡（「官報」明治₃₆・ ₄ ・₂₉）

　「片々たる評伝」「殴打創傷被告事件」香川齋は，福山堅護より殴打創傷

事件で広島軽罪裁判所へ告訴され，明治十九年七月十六日，刑法第三百一

条第三項（疾病休業に至らずと雖も身体に創傷を成したる者は十一日以上一月以下

の重禁錮に処す）を適用する旨の予審終結決定があった（「芸備日報」明治₁₉・

₇・₁₈）。同年七月二十四日，殴打創傷被告事件の公判が行われ，判事は斎

藤覃次，検察官は緒方敏，弁護人は渡邊又三郎・白根淳六・長屋謙二・原

田東三郎・山中正雄・高田似壠の六名で，被告人香川齋，民事原告人福山

堅護，証人宍戸護が出頭し訊問を受けた（「芸備日報」明治₁₉・ ₇・₂₀～₂₁，明

治₁₉・ ₇・₂₅）。同年七月二十六日，判決は検察官陳述の通り，刑法第三百一

条第三項に依り，十一日の重禁錮に処すべき旨言渡され，香川は収監され

た（「芸備日報」明治₁₉・ ₇・₂₇）。香川は同年七月二十七日控訴し，保釈願を

提出した（「芸備日報」明治₁₉・ ₇・₂₈）。同年八月七日，香川は尾道町村上幸

助を保証人として，保証金三円で保釈された（「芸備日報」明治₁₉・ ₈ ・ ₈ ）。
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軽罪控訴公判は，同年十月十九日広島控訴院で開廷され，弁護人渡邊又三

郎，同岡崎仁三郎，訟人福山堅護が呼び出された。広島控訴院は，明治

十九年十月二十三日，香川に対し，証拠不十分で無罪且放免の言渡をした

（「芸備日報」明治₁₉・₁₀・₂₄）。

09　山中正雄 「事務所」広島区袋町₉₅₆番屋敷（「代言御届」明治₁₀・ ₃・ ₆ ），広

島区新川場町₁₂₃₀番屋敷（「大阪上等裁判所」明治₁₂・₁₂・事件番号₁₁₄₆号），広島

区国泰寺村₇₉番邸（「広島控訴裁判所」明治₁₇・ ₈ ・₂₇），広島区大手町 ₄丁目₇₉番

邸（「広島治安裁判所」明治₁₈・ ₄ ・₃₀），広島区大手町 ₄丁目₅₀番邸（「芸備日報」

明治₁₈・ ₈・₁₂），広島市鉄砲屋町₃₂番邸（「広島治安裁判所」明治₂₃・ ₅・ ₁ ），「出

張所」加茂郡竹原町村上輔一方（「芸備日日」明治₂₄・ ₃ ・ ₅ ），広島市字鉄砲屋町

₆₃番邸（「芸備日日」明治₂₄・ ₃ ・₂₇），広島市小町₄₆番邸（「名簿」明治₃₂年～₃₅

年）。（注）山中は，明治₃₆年以降は「名簿」に登載されていない。

嘉永元年 ₆月 ₈日生（「広島県紳士名鑑」大正 ₆年），広島佐伯郡五日市・平民，

明治₁₀年 ₃ 月代言人・広島免許（以上，「帝国代言人姓名録」明治₂₀年），明治

₁₉年 ₄月広島代言人組合副会長（「芸備日報」明治₁₉・ ₅・₁₂），明治₂₀年₁₂月

広島高等女学校設立（「山中高等女学校と広島大学」昭和₃₈年），明治₂₆年 ₅ 月

弁護士登録・広島（「官報」明治₂₆・ ₆ ・ ₉ ），大正 ₈年₁₁月₁₈日死亡（「芸備

先哲伝」大正₁₄年），大正 ₈年₁₂月₁₇日登録取消・死亡（「官報」大正 ₈・₁₂・

₂₃）

　「片々たる評伝」山中正雄は，明治₂₀年₁₂月広島で最初（全国で ₃番目）の

高等女学校を設立し校主となった。その継嗣二雄が，大正₁₀年₁₀月財団法

人山中高等女学校の認可を得て理事長となった。そして，昭和₂₀年 ₄ 月同

校は国に寄付され，広島女子高等師範学校附属山中高等女学校となった。

更に，昭和₂₄年 ₅ 月広島大学に包括され，名称を広島大学広島女子高等師

範学校と改め，昭和₂₇年 ₃ 月全生徒の卒業をまって廃校された。昭和₂₂年

₅ 月学校教育法施行規則が制定されて，すべて高等女学校は昭和₂₆年 ₃ 月

末をもって廃止されることになったからである（『山中高等女学校と広島大学』，

広島大学・₁₉₆₃年）。
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　山中正雄は，当時の欧化主義に対して，日本主義の教育の確立を目指し，

女性の温良・貞淑・犠牲・奉仕の人格と堅忍の精神を養うことを目標に掲

げ，「柔而剛」の校訓のもとに女子教育の振興をはかった（『広島大学の五十

年』，広島大学出版会・₂₀₁₃年 ₃ 月）。

「文献」「帝国議会議員候補者列伝」明治₂₃年・₃₅₈頁，「現今人名辞典」第 ₃版・明

治₃₆年・や₂₉頁，「光輝ある祝賀会」「校主校長の功績」（「中国新聞」明治₄₂・₁₂・

₇ ），「山中・松岡両氏祝賀会」（「芸備日日」明治₄₃・ ₁ ・₂₄），「広島商工興信録」

大正 ₃年・₁₃₂頁，「新人旧人──浦島太郎　古希の祝をする・山中正雄君」（「中国

新聞」大正 ₆・ ₂・₁₆），「広島県紳士名鑑」大正 ₆年・広島市₁₂₇頁，中江誠一『芸

備彰徳史』（芸備奨徳普及会・₁₉₁₈年 ₆月・₄₇₀頁），『聖代偉績芳鑑』（聖代偉績芳鑑

編纂局関西支部・₁₉₁₉年 ₈月・₁₄頁），南坊稿「一風変った人　山中正雄翁」（「芸備

日日」大正 ₈・₁₁・ ₈ ），「山中正雄氏・病気危篤に陥る」（「芸備日日」大正 ₈・₁₁・

₁₆），「橘の香り 山中正雄翁」（「芸備日日」大正 ₈・₁₁・₁₉），「山中正雄翁逝く」

（「中国新聞」大正 ₉・₁₁・₁₉），玉井原作『芸備先哲伝』（芸備先哲伝発行所・広島

積善館・₁₉₂₅年 ₂ 月・₅₅₂頁。後に，『芸備先哲伝』広島県人名事典，歴史図書社・

₁₉₇₆年 ₁月に収録），「広島市百二十傑伝」大正₁₀年・₂₆頁，「広島県先賢伝」昭和₁₈

年・₄₆頁，『広島高等女学校と広島大学』（広島大学・₁₉₆₃年），山中トシ『山中高等

女学校の国家寄付について』（山中トシ・₁₉₆₃年 ₅ 月），『広島大学の五十年』（広島

大学出版会・₂₀₁₃年 ₃ 月・₁₄頁）

10　土屋達太郎 「事務所」広島市堀川町₃₄番地山中正雄弁護士出張所（「芸備日日」

明治₂₆・ ₄・₁₈），広島市鉄砲屋町₉₇番邸（「芸備日日」明治₂₆・ ₉・ ₈ ），台中市千

歳町 ₁ノ ₉「電話」台中₄₀₀（「名簿」大正₁₀年～昭和₁₂年）。（注）「名簿」昭和₁₃年

以降には見えない。

慶応 ₂年 ₅月₁₅日生（「人事興信録」第 ₅版），山口玖珂郡岩国町・士族（「現代

防長人物史」大正 ₆ 年，「官報」明治₂₄・ ₇ ・₁₁），明治₂₄年 ₇ 月帝国大学卒業

（「官報」明治₂₄・ ₇・₁₁），明治₂₄年 ₈月内務省庶務局・試補（「官報」明治₂₄・

₈・₂₈，「戦前期日本官僚制」昭和₅₆年），明治₂₅年₁₂月依願免内務省試補（「官

報」明治₂₅・₁₂・₂₈），明治₂₆年 ₄ 月代言人・広島免許（「官報」明治₂₆・ ₄ ・
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₁₃，「芸備日日」明治₂₆・ ₃・ ₈ ），明治₂₆年 ₅ 月弁護士登録・広島（「官報」明

治₂₆・ ₆・ ₉ ），明治₃₀年 ₅ 月登録取消（「官報」明治₃₀・ ₅・₂₆），明治₃₀年 ₄

月台湾総督府淡水郵便電信局長（「官報」明治₃₀・ ₄・₂₉，明治₃₀・ ₅・₂₅），明

治₃₁年 ₆月非職（「官報」明治₃₁・ ₆・₂₁），…明治₃₂年₁₀月弁護士名簿登録・

東京（「官報」明治₃₂・₁₀・₂₇），明治₃₂年₁₁月登録取消（「官報」明治₃₂・₁₁・

₃₀），明治₃₂年₁₁月台湾総督府法院判官・台北地方法院判官（「官報」明治₃₂・

₁₁・ ₉ ，明治₃₂・₁₁・₂₄），明治₃₂年₁₂月兼覆審法院判官（「官報」明治₃₂・₁₂・

₁₆），明治₃₃年 ₁ 月解兼職（「官報」明治₃₃・ ₁ ・₂₃），明治₃₃年 ₂ 月台中地方

法院判官兼台北地方法院判官（「官報」明治₃₃・ ₂ ・₁₇），明治₃₄年 ₃ 月台北

地方法院判官（「官報」明治₃₄・ ₄ ・₁₁），明治₃₆年 ₃ 月覆審法院判官兼台北

地方法院判官（「官報」明治₃₆・ ₃・₁₇），明治₃₇年 ₉月台南地方法院判官（「官

報」明治₃₇・₁₀・₁₃），明治₃₈年₁₁月覆審法院判官（「官報」明治₃₈・₁₂・ ₂ ），

明治₄₀年₁₂月兼臨時法院判官（「官報」明治₄₀・₁₂・₂₃），明治₄₁年₁₁月台北

地方法院検察官・新竹出張所詰（「官報」明治₄₁・₁₁・₁₂），明治₄₁年₁₁月兼

台北地方法院検察官（「官報」明治₄₁・₁₁・₂₇），明治₄₁年₁₂月台北地方法院・

台中出張所詰（「官報」明治₄₂・ ₁ ・ ₄ ），明治₄₂年₁₀月台中地方法院検察官

長（「官報」明治₄₂・₁₁・₁₂），明治₄₅年 ₄ 月兼臨時法院検察官（「官報」明治

₄₅・ ₄ ・₁₈），大正 ₂ 年₁₂月兼臨時法院検察官（「官報」大正 ₂・₁₂・₂₄），大

正₁₀年 ₆月依願免本官・台湾総督府法院検察官（「官報」大正₁₀・ ₆・₁₄），大

正₁₀年 ₈ 月現在・台中地方法院所属弁護士（「名簿」大正₁₀年），大正₁₄年 ₈

月現在・台中弁護士会長（「名簿」大正₁₄年）

　「片々たる評伝」「土屋達太郎」大正₁₀年 ₆ 月桂冠して法曹界に入り，台

中州協議会員に就任，大正₁₁年₁₀月台中市協議会員となり，大正₁₂年第 ₂

期改選に際し台中州協議会員となった。弁護士としての彼は，多年法院に

於て鍛へし老練の弁護振り已に定評あり，清澄穏恢の君子，幸ひに健全な

れ（「評論：台湾の官民」大正₁₃年）。

「文献」井関九郎『現代防長人物史』地（発展社・₁₉₁₇年₁₂月・₂₇₄頁。後に，『近代

防長人物誌』地，マツノ書店・₁₉₈₇年 ₂ 月に収録），「人事興信録」第 ₅版・大正 ₇
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年・つ₁₆頁，橋本白水『評論：台湾之官民』（台湾案内社・₁₉₁₉年 ₉ 月・₈₇頁，橋本

白水『評論：台湾の官民』（南国出版協会・₁₉₂₄年 ₂月改版・₁₁₄頁），橋本白水『台

湾統治と其功労者』（南国出版協会・₁₀₃₀年 ₇ 月・下₁₀₄頁），「戦前期日本官僚制」

昭和₅₆年・₄₂₅頁




